
楮
英
の

死

出　に
野

老

研

究

就
櫨
　　　VN

の

髄

て

鴛

淵

一

　
清
朝
初
期
に
於
て
、
所
謂
御
家
騒
動
と
も
い
ふ
べ
き
清
室
の
内
紛
は
二
三
に
止
ら
な
い
が
、
そ
の
中
で
太
祓
の
時
代

の
事
件
と
し
て
は
、
霜
野
の
同
母
弟
で
あ
る
督
爾
恰
齊
の
死
と
、
太
租
の
長
子
で
あ
る
業
革
の
死
と
の
二
車
件
を
、
最

無
意
す
べ
き
重
大
茜
紛
と
し
垂
る
事
が
暴
る
。
籍
馨
が
如
何
な
る
箒
で
死
に
至
っ
た
か
に
就
い
て
は
㎝

既
に
本
誌
第
十
七
憲
第
三
號
（
昭
和
七
年
七
月
）
に
拙
稿
を
載
ぜ
て
究
明
す
る
所
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
楮
英
の
死
に
就
い

て
は
他
日
の
機
會
に
譲
る
旨
を
申
し
述
べ
て
お
い
淀
。
そ
の
後
清
初
の
吏
實
に
就
い
て
種
々
探
索
す
る
に
當
り
、
こ
の

緒
英
の
件
に
就
い
て
も
知
る
所
あ
り
漸
く
考
を
纒
め
得
る
に
至
っ
た
の
で
、
蕪
に
再
び
本
誌
の
一
部
を
借
り
て
管
見
を

述
べ
て
み
π
い
と
思
ふ
◎
而
し
て
野
津
吟
齊
及
び
楮
英
爾
貝
勒
の
死
と
い
ふ
事
件
は
、
無
論
そ
の
事
情
を
異
に
し
て
は

居
る
が
、
均
し
く
太
組
の
時
代
に
於
て
太
祓
に
關
聯
し
て
起
つ
た
清
室
の
内
紛
と
し
て
、
明
し
も
全
然
異
っ
た
性
質
の

も
の
と
は
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
本
稿
中
に
は
傍
爾
蚕
食
の
件
に
も
言
ひ
及
ぶ
所
あ
る
べ
く
、
又
前
に
好

爾
恰
齊
の
死
に
就
い
て
述
べ
た
時
、
墾
照
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
事
で
そ
の
後
見
る
事
を
得
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
併

　
　
　
　
鮒
…
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
餐
　
第
二
瀞
例
　
　
ご
轟
ハ
一
ご
　
・



　
　
　
　
撰
曲
央
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
十
八
巻
　
　
第
二
號
　
　
㍉
二
山
ハ
隠

せ
て
こ
れ
に
就
い
て
補
足
し
つ
、
、
祷
英
の
死
に
就
い
て
述
べ
、
る
事
と
す
る
。
從
っ
て
本
稿
は
前
記
拙
稿
の
姉
妹
篇
を

な
す
も
の
で
あ
る
事
を
豫
め
諒
承
さ
れ
度
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
貝
勒
緒
英
は
太
韻
の
元
妃
修
験
（
称
佳
）
氏
の
生
む
所
で
あ
っ
て
、
大
貝
勒
代
善
の
若
鷺
兄
に
あ
た
っ
て
居
る
。
そ
の

血
盟
の
年
は
諸
書
記
す
如
く
、
乙
卯
郎
ち
萬
麿
四
十
三
年
中
享
年
三
十
六
歳
と
云
へ
ば
、
書
籍
八
年
父
太
顧
二
十
二
歳

の
時
の
出
生
と
な
る
Q
歳
戊
戌
墜
ち
萬
暦
二
十
六
年
、
十
九
歳
の
時
、
叔
父
多
型
嘲
（
太
租
末
弟
、
母
は
葉
赫
納
剛
氏
懇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
①

哲
）
と
共
に
東
海
安
楮
拉
庫
路
を
征
し
て
大
功
有
っ
た
の
で
、
號
を
洪
巴
圖
魯
と
賜
ひ
貝
勒
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
後
丁
未

郎
ち
萬
暦
三
十
五
年
叔
父
併
鮎
喰
齊
、
弟
代
善
と
共
に
東
海
朝
霧
喀
野
蚕
磐
城
に
至
っ
て
之
を
克
服
し
、
途
に
防
戦
妨

凝
の
爲
に
遜
草
し
て
干
た
烏
拉
布
占
泰
の
軍
を
奮
戦
し
て
敗
っ
た
の
で
、
太
祓
は
そ
の
大
功
を
嘉
し
て
「
阿
爾
恰
圖
土

　
②
門
ご
な
る
號
を
與
へ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
阿
爾
恰
圖
土
門
は
、
諸
書
に
「
廣
略
」
と
記
さ
れ
て
居
る
に
當
る
も
の
で

廣
略
画
勒
に
封
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
記
事
が
見
え
る
の
は
（
後
寓
）
、
こ
れ
を
指
す
に
斜
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
尋
い
で
歳
戊

串
即
ち
星
暦
三
十
六
年
從
弟
阿
敏
（
静
爾
吟
齊
の
第
二
子
）
等
と
共
に
再
び
烏
拉
を
伐
ち
て
宜
四
界
城
に
克
ち
、
途
に
布
訓
声
を
し
て

清
軍
に
抗
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
っ
て
盟
を
請
は
し
む
る
に
至
っ
た
。
時
に
祷
英
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
乍
然
烏
拉
布
占

泰
の
請
盟
は
極
め
て
一
時
的
の
事
で
あ
っ
て
、
四
年
後
の
壬
子
の
歳
帥
ち
承
暦
四
十
年
の
秋
に
は
、
盟
に
背
い
て
侵
冠

し
て
來
た
の
で
、
太
租
は
そ
の
子
壷
古
爾
泰
等
を
し
て
伐
た
し
め
、
翌
年
春
に
は
代
善
・
阿
平
等
復
之
を
討
伐
し
た
の
で

（7S）



あ
る
。
然
し
こ
の
最
後
の
爾
征
伐
に
は
、
前
記
の
大
功
有
っ
た
議
論
端
麗
が
討
伐
軍
に
墾
加
す
る
事
な
く
し
て
、
そ
れ

よ
り
三
年
後
で
あ
る
乙
卯
即
ち
萬
暦
四
十
三
年
に
至
っ
て
、
俄
か
に
死
去
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
は
清
太
租
實
録
そ
の

他
に
よ
っ
て
み
π
所
の
祷
英
】
生
の
功
業
の
概
要
で
あ
っ
て
、
十
九
歳
の
時
か
ら
二
十
九
蕨
に
至
る
満
十
年
間
と
い
ふ

も
の
が
、
彼
の
活
動
時
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
短
い
一
生
の
晩
年
に
は
前
に
討
伐
の
功
犬
で
あ
っ
た
鳥
拉
征
伐
に
塞
加

す
る
事
な
く
、
彼
の
弟
等
の
み
從
亡
し
、
然
庵
慮
身
は
俄
か
に
乙
卯
の
歳
に
至
っ
て
死
去
す
る
に
至
っ
た
如
く
見
え
る

の
は
、
こ
の
際
特
に
注
意
す
べ
き
事
と
思
は
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
間
何
等
か
の
事
情
が
伏
在
す
る
に
非
す
や
と
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
は
こ
の
間
の
事
に
就
い
て
考
察
せ
ん
と
す
る
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

①
洪
巴
姦
悪
に
豊
洲
語
罫
お
び
釜
毎
の
課
字
で
あ
ろ
。
巴
圖
魯
匡
蒙
宵
語
の
夢
σ
Q
簿
p
り
と
同
語
で
、
勇
、
勇
者
、
英
雄
の
義
で
あ
ろ
事
に
疑
な
い
。

　
洪
に
清
丈
笹
書
、
喜
憂
纏
藥
に
暮
ロ
σ
・
切
§
o
た
解
し
て
、
下
燃
趨
聲
と
あ
る
に
當
う
も
の
で
あ
ら
う
か
Q
N
ρ
冨
δ
筒
の
満
露
答
訪
に
よ
れ
ば
多
薦

　
頓
O
ヨ
O
か
解
し
て
、
非
常
に
光
明
な
ろ
歌
、
明
る
き
歌
態
の
義
と
云
っ
て
居
る
O
繭
者
た
併
ぜ
考
ふ
れ
ば
、
火
の
膀
に
燃
え
ん
と
し
て
明
ろ
く
な
る
歌

　
態
為
示
す
講
で
、
そ
の
盛
ん
に
な
ら
ん
と
す
る
有
搬
為
い
ふ
も
の
で
あ
る
Q
術
洪
ほ
支
郡
語
で
ほ
洪
大
の
義
で
あ
ろ
か
ら
、
優
秀
な
立
派
な
亭
た
意
味

　
す
う
も
の
と
す
れ
ば
、
・
、
の
義
か
ら
搬
ら
れ
大
語
で
あ
る
と
も
考
へ
得
る
Q
故
に
爾
捺
に
解
ゼ
ら
れ
る
が
、
こ
の
際
ぱ
満
洲
語
に
よ
っ
て
そ
の
義
為
解

　
し
て
差
雰
A
た
い
い
と
思
ふ
。

②
阿
爾
陰
闘
土
門
ぽ
瀧
論
語
鴛
饗
貯
〔
【
§
2
酎
の
課
字
で
あ
る
。
土
門
〔
毒
｝
露
は
蒙
古
語
箏
竃
2
と
同
義
で
萬
存
意
昧
す
る
。
豪
古
幾
代
の
萬
戸
に
相

當
す
る
語
で
あ
ろ
事
ば
疑
な
い
。
・
野
薮
の
p
蓉
ほ
浩
文
雑
書
，
清
叉
麗
彙
に
よ
れ
ば
昏
晦
、
計
策
、
構
の
義
が
あ
り
、
ぎ
島
縮
。
＝
と
同
義
と
記

　
さ
れ
、
叉
N
翌
翌
。
、
嘱
の
満
露
字
典
に
も
p
門
獲
た
計
謀
、
手
段
、
方
法
の
義
に
解
し
て
居
る
。
而
し
て
太
藺
實
錐
戦
書
の
露
p
ご
言
5
。
コ
の
欝
謬
の
蒙

　
古
語
に
に
p
筈
葺
戸
3
・
養
回
と
あ
り
、
そ
め
琶
雲
；
に
離
調
〔
鼠
で
有
計
諜
の
義
と
解
さ
れ
ろ
か
ら
、
満
洲
需
の
p
茜
碁
も
之
と
同
様
に
冶
討
謀
、

　
　
　
績
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
ご
號
　
　
囁
二
六
五
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籍
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
ご
號
　
　
二
六
六

　
　
有
策
略
の
義
に
解
す
べ
毫
で
あ
ら
う
。
漢
謬
に
「
廣
略
」
と
あ
ろ
の
に
即
ち
こ
の
義
か
ら
來
☆
も
の
で
あ
っ
て
、
心
構
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
或
ば
之
心

　
　
鑓
㈹
蓼
（
羅
漢
）
の
義
と
し
て
梵
語
の
琶
葦
ζ
三
碧
（
阿
羅
漢
、
阿
羅
認
）
に
線
あ
る
語
と
解
ぜ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
N
多
鴛
。
R
の
羅
に
も

　
　
籠
窪
々
暮
に
計
諜
の
義
が
な
い
か
ら
、
漢
謬
の
脱
略
と
併
ゼ
考
へ
る
暗
、
玉
響
の
意
志
か
ら
韓
じ
て
廣
略
の
義
と
な
つ
六
も
の
と
解
す
る
事
ほ
無
理
で
な

　
　
い
か
と
思
ふ
。
今
に
「
計
諜
し
に
魍
め
る
語
よ
り
起
つ
力
美
．
稽
奪
號
と
考
へ
て
た
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
先
づ
補
英
の
晩
年
に
就
い
て
諸
書
の
記
述
を
槍
索
し
て
み
る
に
、
清
朝
の
太
霜
實
録
類
に
は
次
の
や
う
に
記
さ
れ
て

居
る
。
、
笙
に
康
煕
棄
選
録
（
内
藤
民
謡
所
藏
本
）
で
は
、
戊
申
＝
万
の
主
潮
鞭
ち
烏
鷺
征
伐
に
於
て
宜
筆
阿
麟
城
（
灘
雛
洲
）

に
克
つ
た
事
を
記
し
て
か
ら
そ
の
名
見
え
す
、
乙
卯
閏
入
月
乙
巳
朔
の
條
に
至
っ
て
皇
長
子
祷
燕
（
書
芸
琵
。
年
三
＋

六
と
記
し
て
居
る
。
第
二
に
乾
煎
改
修
本
太
禰
實
録
（
詑
弔
故
宮
博
物
院
實
録
庫
軍
、
十
巷
）
で
は
、
前
書
と
同
じ
記
述
の
法
を
と
っ
て
、
乙
卯

閏
八
月
乙
巳
朔
Q
皇
長
子
塾
主
圖
魯
阿
爾
恰
圖
土
門
貝
勒
摺
華
麗
。
年
三
十
六
、
と
記
し
て
居
り
、
蒋
良
駿
東
華
録
に
は

見
え
な
い
が
王
先
予
価
華
墨
太
租
紀
も
亦
同
様
の
記
載
を
な
し
て
居
る
。
倫
そ
の
系
統
は
不
明
で
あ
る
が
、
満
文
に
て

認
め
ら
れ
た
清
太
磁
．
高
皇
帝
払
拭
自
鉱
窪
β
浄
お
二
旨
！
！
・
窪
ひ
q
象
一
び
①
謬
言
蕊
鶏
。
）
に
も
戊
申
の
歳
の
征
伐
の
後
何
等
記

す
所
な
く
て
そ
の
乙
言
言
閏
入
月
乙
巳
朔
の
條
に
軍
慮
恰
土
門
貝
輪
補
燕
（
》
お
，
彗
ρ
善
①
コ
び
亀
Φ
9
《
程
）
舞
◎
と
記

し
て
居
る
の
も
こ
れ
と
同
様
の
記
事
と
い
っ
て
差
支
な
か
ら
う
。
　
　
　
　
　
・

然
・
に
第
三
と
し
毒
ぐ
べ
き
太
襲
白
蓄
實
録
（
北
亭
故
宮
博
物
院
刊
本
　
四
巻
）
乏
、
薬
入
商
魂
蒙
三
聖
の
太
餐
簸
墨
癬
猷

翻
意
躯
蠣
）
の
二
書
1
・
の
二
月
鳳
何
れ
も
前
記
の
笙
第
二
の
彊
鎌
差
土
一
作
ら
れ
て
居
・
一
及
び

くso）



開
國
方
略
（
乾
隆
敷
撰
）
に
於
て
は
、
何
れ
も
戊
巾
三
月
の
條
に
，
曾
爾
吟
圓
圖
椚
及
阿
敏
台
吉
往
驕
烏
拉
部
眼
華
肉
と
記
し

て
居
る
が
、
そ
の
後
に
は
楮
英
の
名
は
少
し
も
謂
え
す
、
乙
卯
閏
夕
月
の
條
に
は
、
他
の
記
録
の
如
き
そ
の
死
去
の
事

す
ら
記
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
（
武
阜
帝
實
鍛
ぱ
酷
半
語
吉
、
燐
把
土
語
と
他
と
異
ろ
文
字
た
用
み
て
屠
う
が
嗣
音
で
あ
る
）
以
上
清
初
の
太
聾
録
及
び
・
れ
が
抄
賂
本
で

あ
る
束
華
鎌
等
に
は
、
何
れ
も
簡
軍
に
死
を
い
ふ
の
み
で
、
曾
爾
恰
圖
土
門
た
る
袴
腰
が
如
何
に
し
て
何
故
に
死
去
す

る
に
至
っ
た
か
を
察
知
す
る
に
足
り
る
記
事
は
全
然
見
得
ら
れ
す
、
然
も
同
じ
實
録
と
は
云
ひ
な
が
ら
右
の
も
の
よ
り

　
が早
く
作
ら
れ
た
所
の
武
皇
帝
實
録
、
實
録
戦
闘
及
び
墨
隈
帝
の
特
別
の
勅
撰
と
い
ふ
べ
き
開
國
方
略
等
に
は
、
そ
の
死

去
の
事
す
ら
書
い
て
居
な
い
位
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
人
と
錐
騒
然
そ
の
記
事
の
異
同
に
就
い
て
疑
ひ
、
そ
こ
に
何
等

か
怪
し
む
べ
き
秘
密
の
事
情
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
況
ん
や
次
に
記
す
如

く
他
の
清
朝
側
の
記
録
に
簡
軍
な
が
ら
緒
英
の
死
の
事
情
に
就
い
て
記
す
も
の
が
見
ら
れ
る
に
於
て
は
、
一
履
こ
の
威

を
強
う
す
る
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
他
の
清
朝
側
の
記
録
は
、
こ
の
事
を
如
何
に
記
し
て
居
る
か
、
次
に
暴
げ
る
事
に
す
る
。
先
づ
第
一
に
、
國

朝
時
献
類
徴
初
編
懇
首
七
九
祷
英
傳
に
は
、
そ
の
功
業
を
記
し
た
後
に
、
乙
卯
閏
入
筆
Q
祷
英
以
罪
伏
詠
聯
繋
、
と
記

し
、
同
書
巻
首
之
こ
宗
室
表
露
髄
の
項
に
も
、
以
罪
割
爵
除
と
、
記
さ
れ
て
居
る
。
第
二
に
宗
室
王
公
鳶
職
章
京
欝
秩
・
襲

次
全
表
巷
二
、
太
租
皇
帝
第
；
ナ
廣
略
貝
勒
祷
英
の
項
に
も
、
原
以
軍
功
賜
號
実
竹
綱
魯
。
難
平
廣
賂
選
挙
。
乙
卯
年

導
入
月
因
罪
庭
死
、
ど
記
し
て
あ
る
。
然
ら
ば
貝
勒
避
難
が
何
か
罪
あ
っ
た
爲
に
謙
に
遇
っ
た
事
が
不
＋
分
な
が
ら
認

　
　
　
　
籍
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
二
號
　
　
ご
六
七
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籍
英
の
死
に
蕊
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
二
六
入

め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
更
に
こ
の
記
事
は
王
手
謙
東
華
録
と
、
囎
亭
雑
録
（
禮
親
王
昭
糎
の
著
）
に
よ
っ
て
そ
の
眞
實
ら
し
い
事

が
確
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
束
華
録
康
煕
四
十
七
年
九
月
端
厳
の
上
諭
の
一
箇
に
、
次
の
句
が
あ
る
。

　
昔
我
太
祓
高
皇
帝
時
。
因
諸
貝
勒
大
臣
評
告
一
案
。
置
阿
爾
墨
筆
土
門
貝
勒
祷
燕
於
法
。
云
々

こ
の
康
煕
帝
の
上
半
は
帝
が
皇
子
允
泌
を
壌
し
た
時
の
上
論
で
あ
っ
て
、
帝
の
租
宗
た
る
太
租
太
宗
世
組
の
時
に
於
け

る
一
族
の
詠
囚
の
例
を
引
い
て
、
皇
太
子
の
已
む
を
得
な
い
事
を
辮
解
す
る
と
共
に
、
併
せ
て
宗
室
内
の
要
結
蕪
援
な

か
ら
ん
事
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
》
る
上
諭
の
中
に
補
英
を
法
に
置
い
た
事
を
引
い
て
居
る
の
は
、
決
し
て
そ

の
事
の
鶴
で
な
い
事
を
十
分
謹
す
る
に
足
り
る
と
思
は
れ
る
。
諸
貝
勒
大
臣
評
告
一
案
に
因
る
と
い
ふ
の
は
後
述
す
る

所
で
需
で
あ
垂
と
も
か
負
算
盤
（
郎
ち
犬
牽
）
を
法
に
麗
い
た
と
い
書
何
舞
ふ
べ
き
蝕
地
は
な
い
高

思
ふ
。
次
に
囎
亭
亭
鋒
に
見
え
る
記
事
と
い
ふ
の
は
、
同
書
巻
八
腺
相
公
の
條
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
少
し
長

文
で
は
あ
る
が
前
後
の
關
係
を
併
せ
示
す
の
を
便
宜
と
す
る
か
ら
、
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
事
に
す
る
。
帥
ち

　
宗
室
相
國
緑
廉
誠
毅
貝
勒
欝
。
於
宗
室
中
騰
長
行
。
嘉
慶
養
鯉
政
矯
和
親
弊
。
故
盲
嚢
清
介
。
閣
下
寛
大
。
然
才
具

　
庸
劣
。
又
不
甚
識
字
。
岡
識
「
朝
廷
大
膿
。
一
時
叢
挫
成
風
。
最
可
晒
者
。
一
日
余
遇
公
於
禁
中
。
述
其
櫨
徳
。
公
報

　
　
　
　
⑳
⑧
．
＠
¢
⑤
粗

　
顔
日
。
先
灌
身
酷
刑
鐵
。
士
魂
野
趣
。
余
爲
之
野
心
。
誠
毅
貝
勒
爲
顯
瓶
幼
子
。
開
創
時
潜
勢
苦
心
。
愚
智
麗
於
邸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　

奨
租
親
簗
隠
縫
功
。
事
具
蟹
。
而
羅
綾
駕
難
駿
蝶
。
賊
繕
糠
殿
誠
所
謂
餐
而
嚢

　
租
奥
。
後
以
故
重
富
夫
聚
賭
。
降
副
都
統
。
復
以
失
察
曹
繕
事
。
遣
戊
遼
東
。
嘉
事
以
卒
。



と
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
誠
毅
貝
勒
と
い
ふ
の
は
太
阻
の
三
脚
菰
野
魯
穆
爾
吟
齊
で
あ
っ
て
．
こ
の
人
は
右
の
文

に
云
ふ
如
く
開
國
の
際
有
功
の
貝
勒
と
し
て
、
太
租
と
も
仲
善
く
決
し
て
孟
母
恰
齊
の
如
き
最
後
を
得
た
人
で
な
く
て

太
租
天
命
五
年
九
月
甲
申
に
麗
じ
て
居
る
。
康
煕
本
太
租
實
録
に
よ
れ
ば
そ
の
波
野
の
事
を
記
し
て
、
祭
器
時
。
上
往

箋
之
。
と
云
っ
て
居
り
、
立
碑
腔
功
の
事
は
見
え
ぬ
が
、
怨
霊
に
厚
遇
親
近
さ
れ
た
事
は
疑
ひ
な
い
。
腺
相
公
墜
ち
豫

康
の
傳
記
は
詳
か
で
な
く
、
又
清
室
の
世
系
を
記
し
π
表
に
も
そ
の
名
見
え
す
、
穆
爾
七
号
か
ら
如
何
な
る
系
統
の
人

で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
清
史
稿
大
江
士
年
表
二
、
嘉
慶
朝
の
項
に
よ
れ
ば
、
九
年
六
月
協
弊
と
な
っ
て
よ
り
、
十

六
年
六
月
癸
緊
束
閣
大
悪
士
管
戸
部
を
罷
め
る
迄
の
事
歴
を
知
り
得
べ
く
、
叉
清
史
工
部
院
大
臣
年
表
五
下
．
嘉
慶
六

年
正
月
壬
午
の
條
に
も
、
そ
の
名
が
見
え
て
居
る
。
束
華
墨
に
よ
っ
て
も
、
嘉
慶
九
年
六
丹
よ
り
同
十
六
年
六
月
癸
丑

迄
の
事
は
知
る
事
を
得
る
。
右
引
用
交
に
見
ら
れ
る
如
く
、
腺
康
が
緒
英
貝
勒
の
事
を
誤
っ
て
そ
の
租
至
貴
墨
筆
の
事

と
し
た
の
は
、
禮
親
王
の
言
を
待
つ
迄
も
な
く
甚
だ
晒
ふ
べ
き
事
で
勘
っ
て
、
そ
の
先
世
開
國
の
際
に
於
け
る
史
實
に

階
か
っ
た
不
明
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
乍
伊
藤
康
の
事
は
暫
く
措
い
て
、
右
の
文
に
割
註
し
て
按
祷
英
貝
勒
。
太
租

長
子
。
以
蓄
髪
死
、
と
言
っ
て
居
る
の
は
、
文
補
英
が
罪
に
よ
っ
て
死
を
得
た
事
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
前
記
康
煕
帝

の
言
と
相
並
ん
で
清
宗
室
の
一
人
の
記
す
所
と
し
て
、
甚
だ
注
意
す
べ
く
、
そ
の
事
の
宗
室
に
は
固
く
信
じ
傳
へ
ら
れ

だ
事
實
と
し
て
、
蕪
に
採
取
す
る
に
足
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
実
る
如
く
、
清
朝
側
の
信
じ
得
べ
き
記
録
文
獄
に
、
そ
の
事
情
は
詳
か
で
な
い
に
せ
よ
罪
あ
っ
て
伏
詠
に
遭
つ

　
　
　
　
糟
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
，
　
　
　
　
・
　
　
第
＋
入
巻
第
二
號
　
二
六
九
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楮
英
の
死
に
附
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
第
二
號
　
　
二
七
〇

淀
と
い
ふ
如
き
記
事
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
貝
勒
祷
英
の
死
が
決
し
て
病
死
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
な
い
事
は
十
分
明

ち
か
に
さ
れ
る
課
で
あ
っ
て
、
叢
に
緒
英
の
死
の
事
・
情
の
一
端
を
察
し
得
る
と
思
ふ
。

　
更
に
、
純
輝
ω
清
朝
側
の
記
録
と
い
ふ
べ
き
で
は
な
い
が
、
清
剛
代
の
就
職
と
し
て
近
津
編
纂
刊
行
さ
れ
た
清
史
稿

及
び
清
史
列
傳
を
み
る
に
、
亦
商
標
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
清
史
稿
皇
子
世
表
二
、
太
胤
系
．
緒
英
の
項
を
み
る

と
、
以
軍
功
賜
號
洪
巴
魍
魯
。
尋
封
廣
略
摂
勤
。
乙
野
曝
以
複
製
死
。
と
記
さ
れ
、
又
別
本
の
清
史
列
傳
憲
三
、
宗
室

王
公
岡
三
の
多
要
素
賂
貝
勒
緒
英
の
條
に
も
、
戦
功
を
記
し
號
を
三
略
と
賜
っ
た
事
を
記
し
た
後
に
、
乙
卯
中
入
月
。

緒
英
以
罪
伏
謙
墨
筆
。
と
記
し
て
居
る
。
右
の
爾
記
事
は
恐
ら
く
前
記
の
諸
記
事
に
よ
っ
た
も
の
で
、
全
く
同
系
に
鵠

る
に
せ
よ
、
極
め
て
常
然
な
記
事
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
濾
一

　
以
上
述
る
所
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
や
う
に
、
禧
英
の
死
に
は
何
か
罪
と
い
ふ
べ
き
重
大
な
事
燐
が
擢
ん
で
居
る
事
は

賑
々
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
罪
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
果
し
て
死
に
値
す
る
程
の
罪
を
犯
し
た
も

の
で
あ
る
か
は
、
こ
れ
だ
け
の
記
事
か
ら
し
て
は
固
よ
り
不
明
で
あ
る
の
で
、
そ
の
明
記
さ
れ
て
居
ら
な
い
特
殊
の
事

情
の
存
在
に
就
い
て
究
明
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
澱
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
今
こ
の
黙
を
考
ふ
る
に
幾
っ
て
、
同
じ
清
史
稿
の
本
紀
及
び
恥
曝
の
記
事
に
於
て
、
其
間
の
事
情
に
つ
い
て
少
し
く

寵
す
る
所
あ
る
事
を
先
づ
暴
げ
た
い
と
思
ふ
。
清
史
稿
怨
一
、
太
字
本
紀
を
み
る
鳶
、
戊
申
三
月
の
理
博
征
伐
を
記
も

（ga）



だ
後
に
、
心
誤
の
名
の
見
え
な
い
事
は
凧
揚
の
諸
書
と
同
じ
で
あ
る
が
幅
そ
の
乙
卯
陽
入
月
の
條
に
及
ん
で
レ

　
帝
長
子
玉
串
卒
。
先
是
太
笛
野
寄
政
於
諮
英
。
諮
英
暴
杭
衆
心
不
附
。
途
止
。
祷
英
怨
望
。
焚
表
意
天
。
爲
人
所
告
α

　
自
経
死
。

と
記
し
て
居
る
事
は
、
近
年
編
纂
の
書
と
は
云
へ
注
意
す
べ
き
記
事
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
正
七
き
記
述
で
あ
る
な
ら
ば

こ
れ
に
よ
っ
て
益
々
そ
の
死
因
が
分
明
し
、
而
も
自
ら
織
死
し
た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
◎
更
に
清
史
声
払
傳
三
、

太
組
諸
子
一
、
廣
略
貝
勒
緒
英
の
傳
に
は
、
そ
の
一
生
の
功
業
を
記
し
、
烏
拉
布
占
泰
を
も
て
講
解
す
る
に
至
ら
し
め

た
事
の
後
に
績
け
て
、

　
祷
英
屡
有
功
。
上
遺
習
政
。
不
憧
衆
。
諸
弟
及
群
論
憩
於
上
。
上
寝
疏
。
滞
空
意
不
慮
得
。
焚
暗
譜
天
自
訴
。
乃
坐

　
咀
呪
幽
禁
Q
留
置
癸
丑
。
越
二
年
明
卯
閏
八
月
死
於
禁
所
。
年
三
十
六
。
明
人
以
爲
諌
上
舞
背
明
。
件
等
閑
謎
。
補

　
英
死
之
。

と
記
し
て
前
者
よ
り
更
に
詳
し
く
そ
の
間
の
事
情
を
説
明
し
て
居
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
補
英
の
死
に
は
爾
志
の
免
囚

が
有
っ
穴
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
は
前
記
太
韻
本
紀
の
記
述
と
同
じ
事
で
あ
り
、
他
の
一
は
朋
人
が
端

摩
し
た
と
思
は
れ
る
所
の
事
情
に
外
な
ら
露
。
第
一
の
事
情
に
つ
い
て
爾
記
事
を
併
せ
考
ふ
る
に
「
將
授
政
」
と
「
上
委

内
以
政
」
と
は
多
少
の
差
異
が
有
る
や
う
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
祭
政
の
件
が
中
止
さ
れ
た
事
は
忍
な
し
と
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
祷
英
に
心
境
の
老
化
を
賢
し
て
快
々
と
し
て
自
得
せ
す
、
途
に
太
租
を
訊
ひ
諸
弟
大
臣
を

　
　
　
　
、
縦
英
の
死
に
就
い
て
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
、
　
二
七
「
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、
楮
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ボ
入
巷
第
二
號
　
二
七
ご

呪
ふ
の
表
を
焚
ゼ
て
天
に
告
げ
、
密
か
に
太
組
に
封
し
て
異
心
を
懐
い
た
爲
に
幽
禁
の
厄
に
會
ひ
、
二
年
後
に
至
っ
て

禁
所
に
死
を
得
た
と
い
ふ
事
が
知
ら
れ
る
。
若
し
太
組
本
紀
に
総
死
し
た
と
記
す
事
の
眞
儒
如
何
に
か
、
は
ら
す
、
右

標
の
事
情
で
禁
所
に
幽
死
し
旋
事
が
信
用
し
得
ら
る
、
な
ら
ば
、
清
初
大
功
有
っ
た
宗
室
の
一
入
と
し
て
、
而
も
太
耐

の
長
子
と
し
て
享
年
僅
に
三
十
六
ど
い
ふ
短
命
な
悲
惨
な
蓮
命
を
辿
つ
だ
も
の
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は

清
人
の
考
へ
た
事
情
と
も
い
ふ
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
第
二
の
「
明
人
以
爲
聖
上
舜
背
明
。
性
旨
被

謎
。
儲
英
死
之
」
と
い
ふ
の
は
、
言
ふ
迄
も
な
く
朋
人
の
考
へ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
昧
は
諸
英
が
太
濯
を
諌

め
て
明
に
背
く
事
な
か
ら
し
め
ん
と
し
た
爲
に
太
粗
の
怒
を
買
ひ
、
そ
れ
が
爲
に
死
を
得
る
に
至
っ
た
と
い
ぷ
の
で
あ

っ
て
、
明
人
と
し
て
は
同
情
有
・
蓼
の
ち
と
苗
齢
禽
愚
と
云
っ
て
菱
な
い
肇
あ
る
。
　
圃

　
以
上
の
如
く
清
吏
稿
太
租
本
紀
及
び
祷
六
器
傳
に
よ
る
時
、
始
め
て
祷
英
の
死
因
、
死
の
事
情
が
略
分
明
す
る
や
う
，

に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
濡
史
書
の
こ
の
爾
記
事
の
み
を
以
て
定
論
と
す
る
課
に
は
行
か
な
い
。
何
と
な
れ
ば
清
史

稿
は
極
め
て
最
近
の
著
作
で
あ
り
、
當
時
の
事
を
直
接
記
し
允
史
無
文
…
獣
で
7
3
ひ
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
史
料
と
し
て

の
債
値
の
減
す
べ
き
も
の
で
あ
る
事
は
言
を
挨
た
な
い
。
然
し
清
史
稿
の
こ
の
記
事
は
何
か
糠
り
所
あ
っ
て
編
者
が
著

し
た
も
の
と
思
は
れ
、
全
然
編
者
の
作
爲
で
あ
る
と
は
思
は
れ
な
い
か
ら
、
若
し
も
そ
の
所
糠
の
記
録
文
献
が
見
付
か

る
な
ら
ば
、
こ
の
記
事
は
史
料
と
し
て
探
写
す
る
に
足
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
p
故
に
果
し
て
清
史
稿
の
材
料

と
な
っ
た
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
か
、
る
記
事
の
材
料
が
有
り
や
否
や
、
次
に
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
・



　
既
に
述
べ
た
や
う
に
清
初
の
史
料
と
し
て
最
も
面
面
有
る
べ
き
清
太
租
實
録
等
に
、
楮
英
の
死
の
事
情
を
伺
ふ
に
足

る
記
事
が
な
い
と
す
れ
ば
、
何
か
之
に
代
る
べ
き
貴
重
な
記
録
が
外
に
存
し
、
清
史
稿
の
右
の
雨
記
述
は
そ
れ
に
糠
つ

た
も
の
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
。
こ
の
際
清
史
稿
の
所
櫨
の
史
料
と
し
て
は
、
二
方
面
の
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
そ

の
一
は
明
朝
及
び
朝
鮮
側
の
古
記
録
に
で
も
か
か
る
記
述
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
と
い
ふ
事
で
あ
り
、
他
の
一
は
清
朝
の
實

録
以
外
清
初
に
於
て
何
か
特
殊
の
記
録
で
も
あ
り
は
せ
澱
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
先
づ
明
朝
側
の
記
録
に
就
い
て
之
を

伺
ふ
に
、
同
じ
く
太
子
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
事
件
と
云
ひ
得
る
毒
血
恰
齊
の
死
に
就
い
て
は
記
す
所
有
つ
た
三
朝
遼
事

業
録
（
総
略
）
や
全
容
略
記
に
は
、
何
等
記
す
所
な
い
け
れ
ど
も
、
次
に
示
す
所
の
丈
獄
に
は
不
十
分
な
が
ら
そ
の
死
因

と
考
へ
ら
れ
・
事
に
關
し
て
奪
所
が
あ
・
。
そ
れ
馨
れ
箭
嘉
島
の
第
二
、
明
人
餐
諌
毒
背
華
々
の
島

事
の
本
に
な
っ
た
と
思
は
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
通
り
の
記
載
で
あ
る
。
帥
ち
、
皇
明
從
信
録
審
四
十
癸
丑
萬
暦

四
十
一
年
の
條
に
よ
れ
ば
、
是
年
奴
會
云
々
と
し
て
奴
減
上
赤
（
弩
爾
恰
齊
、
清
太
租
）
の
行
動
を
記
し
だ
記
事
の
中
で

明
と
葉
赫
恰
達
南
北
關
と
の
關
係
を
論
じ
た
一
節
に

　
長
子
洪
巴
兎
見
。
一
語
罷
兵
。
随
奪
其
兵
柄
。
囚
之
獄
。
云
々

と
云
っ
て
居
り
、
東
夷
考
賂
建
州
女
直
考
の
條
に
も
愚
智
四
十
「
年
の
項
に
、
同
機
の
事
件
を
記
し
た
所
に
こ
れ
と
全

軍
丈
の
記
述
を
な
し
て
居
る
。
（
但
、
洪
二
兎
兇
を
洪
把
苑
見
に
作
ろ
）
更
に
又
、
管
葛
山
人
撰
串
卓
見
録
養
魚
州
一
に
も
、
萬
二
四
＋

一
年
巡
幸
三
月
の
記
事
の
綾
き
に
、
「
東
夷
考
略
と
同
機
の
記
述
を
な
し
て
居
る
。
こ
れ
は
何
れ
も
明
人
が
明
と
南
北
關

　
　
　
　
楮
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
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績
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
鱗
十
入
声
　
第
二
號
　
　
二
七
鴫

及
び
清
太
耐
と
の
關
係
を
論
じ
だ
襟
の
挿
話
の
形
式
に
で
記
さ
講
評
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
如
何
に
も
太
組

の
長
子
で
あ
る
洪
事
案
尊
師
ち
洪
巴
圏
魯
補
英
が
、
太
祖
に
南
北
關
に
興
し
て
明
と
孚
ふ
事
を
止
め
し
め
ん
と
し
て
罷

兵
の
事
を
語
っ
た
爲
に
、
太
麗
の
怒
に
鰯
れ
て
そ
の
兵
柄
を
奪
は
れ
幽
囚
さ
れ
淀
ら
し
い
事
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
倫
叉
山
中
聞
見
録
と
同
標
に
一
種
の
野
史
と
思
は
れ
る
黄
滋
周
撰
博
物
典
彙
憲
二
十
、
四
夷
附
録
の
沖
州
女
薩
に

塗
す
る
記
事
の
中
に
も
、
同
意
の
記
載
を
認
め
得
る
。
そ
れ
は
太
瓶
弩
爾
恰
齊
が
弟
得
爾
陰
齊
を
殺
し
た
事
を
雷
つ
た

と
思
は
れ
る
記
述
の
後
に
、
短
い
句
な
が
ら
、

　
長
子
数
諌
會
勿
殺
弟
。
且
勿
負
中
國
。
奴
蒸
器
之
。
其
兇
逆
乃
天
性
也
。

と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
博
物
典
彙
の
記
述
は
先
に
「
督
橡
麺
齊
の
死
」
の
研
究
の
際
に
ば
引
用
を
怠
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
奴
酋
に
關
馨
し
て
殺
弟
と
い
ふ
か
ら
に
、
長
子
と
い
ふ
の
が
補
英
で
あ
る
べ
き
は
疑
な
く
、
撃
っ
て
こ
の
記
述

も
前
記
三
種
の
も
の
と
同
様
の
件
に
就
い
て
な
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て
差
支
な
い
。
故
に
こ
れ
等
が
信
用
し
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
諮
英
が
太
澱
を
諌
め
て
明
に
背
く
事
な
か
ら
し
め
た
事
は
相
當
確
な
事
實
と
い
っ
て
も
差
支
な

い
で
は
な
い
か
と
患
ふ
。
殊
に
博
吻
典
彙
の
文
中
の
「
奴
亦
困
之
」
と
あ
る
の
は
、
文
意
と
し
て
は
太
租
が
諌
言
を
氣
に

病
ん
で
居
っ
た
事
を
意
味
す
る
も
の
で
、
決
し
て
諌
言
が
一
度
だ
け
で
な
く
屡
、
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
更
に
よ
く

示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
己
の
自
由
行
動
を
妨
碍
す
る
も
の
と
し
て
幽
囚
す
る
に
至
つ
淀
と
解
し
得
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
以
上
の
諸
黄
蓮
は
恐
ら
く
出
所
系
統
を
一
に
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
當
時
の
平
入
が
か
く
考
へ
叉
、
そ
れ

（　Sb’　）



が
事
實
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
甚
だ
興
味
あ
る
事
で
あ
っ
て
、
確
に
清
史
稿
は
こ
れ
等
の
記
述
に
基
づ
い
て
説
を
な
し
た

も
の
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
清
史
稿
の
記
述
の
出
所
は
略
朋
ら
か
に
な
っ
た
が
、
更
に
進
ん
で
果

し
て
か
、
る
事
が
出
面
際
有
っ
た
か
否
か
は
一
考
を
要
す
る
事
と
思
ふ
。
東
夷
考
賂
、
山
中
聞
見
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事

件
は
萬
麿
四
十
「
年
昏
昏
三
月
の
條
に
繋
げ
ら
れ
て
居
る
。
故
に
幽
囚
の
事
を
三
月
と
み
る
べ
き
で
あ
る
以
上
諌
止
の

事
は
同
じ
三
月
の
事
か
又
は
そ
れ
以
前
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
殊
に
博
物
典
彙
に
見
ゆ
る
如
く
「
三
食
」
と
い
ふ
語
が

「
勿
百
中
國
」
に
も
か
、
る
も
の
な
ら
ば
、
三
月
よ
り
以
前
に
も
諌
止
の
事
が
有
つ
π
と
み
て
差
支
な
い
。
且
南
北
關
と

の
無
窓
は
以
前
よ
り
無
論
あ
っ
た
が
四
十
一
、
年
正
月
の
頃
よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
と
思
漁
れ
る
か
ら
、
其
の
頃
に
於
て
落

英
が
煮
端
を
諌
め
た
事
あ
り
と
み
る
の
は
、
甚
だ
當
を
得
た
考
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
祷
英
幽
囚
の
時
期
は
後

述
す
る
や
う
に
、
他
の
記
録
か
ら
み
て
．
も
三
月
末
で
あ
レ
ρ
か
ら
、
前
記
の
記
述
に
よ
っ
て
三
月
幽
囚
と
そ
れ
以
前
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

け
る
諌
止
の
件
と
を
判
じ
て
、
理
屈
の
上
に
於
て
は
何
等
疑
念
を
挿
む
べ
き
無
地
は
無
い
課
で
あ
る
ゆ
厳
然
明
朝
側
の

他
の
記
録
に
於
て
は
無
論
之
を
積
極
的
に
奇
僻
立
て
得
る
記
事
は
な
く
、
朝
鮮
側
の
記
録
を
探
っ
て
み
て
も
傍
平
し
得

る
所
は
な
い
。
爾
又
清
朝
側
の
記
録
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
下
情
四
十
三
年
よ
り
以
前
に
於
て
明
清
は
未
だ
直
接

交
戦
胴
係
に
在
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
す
、
太
槻
實
録
に
よ
れ
ば
四
十
三
年
六
月
に
諸
貝
勒
大
臣
が
征
醗
を
乞
ふ
た
時
す

ら
、
太
組
は
之
を
允
さ
な
か
っ
た
事
が
見
え
て
居
る
。
從
っ
て
直
接
明
に
醤
し
て
攻
写
す
る
事
を
祷
英
が
諌
め
た
と
い

ふ
や
う
な
形
跡
は
、
全
然
認
め
得
ら
れ
な
い
と
云
っ
て
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
の
黙
か
ら
し
て
は
、
美
英
が
諫
止

　
　
　
　
緒
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
第
＋
入
巷
第
ご
號
　
二
七
五
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緒
…
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巷
　
第
二
號
　
　
　
二
七
六

し
だ
と
い
ふ
事
は
甚
だ
頼
り
所
な
き
事
柄
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
且
叉
猛
勇
の
性
を
う
け
た
と
考
へ
ら
れ
る
緒
…
英
の

性
格
か
ら
み
て
果
し
て
諌
止
の
事
を
敢
て
な
し
た
か
否
か
疑
問
と
思
は
れ
る
。
勿
論
武
骨
一
遍
の
入
だ
か
ら
と
て
、
時

勢
の
如
何
な
る
か
は
知
る
所
あ
り
、
躍
り
に
征
明
の
議
が
起
つ
た
時
、
場
会
に
よ
っ
て
は
、
之
を
諌
止
し
た
や
う
な
事

が
絶
甥
に
無
い
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
が
、
今
述
る
如
く
諌
止
の
記
事
が
他
に
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
こ
れ
等
明
人

の
記
事
を
直
に
眞
實
と
し
て
肯
定
す
る
事
は
早
計
で
あ
る
。
然
し
一
方
緒
英
が
太
祓
に
背
明
を
諌
止
し
だ
事
が
山
つ
だ

け
で
な
く
三
四
の
記
録
に
出
て
居
る
以
上
、
よ
し
ん
ば
そ
れ
が
凡
て
明
入
側
の
記
録
で
あ
る
と
し
て
も
、
亦
一
概
に
否

定
し
去
る
事
も
出
來
な
い
の
で
あ
っ
て
胃
こ
の
黙
は
直
ち
に
何
れ
と
も
断
定
出
來
か
ね
る
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の

黙
は
甚
だ
曖
昧
で
あ
る
が
、
か
、
る
事
も
有
っ
て
或
は
そ
れ
が
幽
囚
の
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ

て
、
次
の
考
察
に
入
り
度
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
さ
て
明
人
の
記
鎌
に
見
え
る
祷
英
幽
囚
の
記
述
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
と
し
て
、
次
に
朝
鮮
側
の
記
録
に
何
か
之
に

就
い
て
記
す
所
な
い
か
、
考
へ
て
み
た
い
。
今
、
朝
鮮
側
の
記
録
で
補
導
に
關
し
て
明
記
し
て
居
る
も
の
を
槍
索
す
る

と
、
次
の
＝
一
の
記
鎌
を
暴
示
す
る
事
が
出
撃
る
。
そ
の
一
は
選
民
奥
の
建
州
雲
叢
録
で
あ
っ
て
、
そ
の
書
中
太
祓
の

子
弟
を
記
し
た
所
に
、

．
長
日
紅
破
都
里
燃
館
階
繍
爲
次
日
劇
盈
寄
。
次
日
紅
　
是
。
次
郎
亡
古
ダ
云
々

と
言
っ
て
居
る
。
，
藏
に
見
え
る
所
の
長
子
紅
破
都
里
が
、
今
問
題
の
土
管
で
あ
る
事
は
、
「
笹
書
都
里
」
が
祷
英
の
樗
號

（90）



で
あ
る
洪
巴
圖
魯
の
同
音
異
字
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
、
又
、
貴
心
寄
が
代
善
の
欝
號
で
あ
る
古
音
巴
圖
魯
で
あ
り
、
紅

　
是
が
弘
聖
哲
と
同
じ
く
皇
太
極
鞭
ち
後
の
太
宗
で
あ
り
、
亡
古
ダ
が
藩
古
爾
泰
で
あ
る
事
等
の
兄
弟
の
名
か
ら
し
て

も
、
明
ら
か
に
馳
せ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
李
些
些
が
瀬
峰
に
往
返
し
た
天
命
四
年
頃
か
ら
六
七
年
前
に
、
奴
倉
即
ち
太
組

弩
垂
雪
齊
に
紅
破
都
里
が
殺
溺
れ
た
と
云
へ
ば
、
補
英
が
乙
嫁
の
年
に
死
を
得
た
事
と
正
し
く
符
合
す
る
記
事
と
い
ふ

べ
く
、
適
よ
以
て
補
英
の
死
が
太
祓
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
知
り
得
る
の
で
あ
り
、
得
爾
恰
齊
の
死
と

同
門
の
事
情
に
あ
っ
た
ら
し
い
事
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
太
白
山
本
砂
海
君
日
記
巻
百
六
十
九
、
辛
目
（
光

海
君
十
三
年
、
明
天
啓
元
年
、
清
天
命
六
年
）
九
月
初
十
臼
戊
申
の
條
に
、
満
浦
倉
使
鄭
．
忠
信
の
清
朝
王
事
の
報
告
を

記
し
て
、

　
蓋
老
酋
有
子
二
十
母
人
。
而
將
兵
者
六
人
。
長
早
事
。
次
貴
盈
葺
。
次
墨
太
生
。
次
亡
可
退
。
次
湯
古
台
。
次
加
文

　
乃
。
次
阿
之
亘
也
。
云
々

と
言
っ
て
居
る
記
事
で
あ
る
。
「
舌
早
亡
」
の
長
子
と
い
ふ
の
が
土
質
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
貴
盈
寄
以
下
の
名

が
前
記
の
文
と
同
じ
く
代
善
以
下
の
諸
弟
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
事
か
ら
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
こ
の
記
事
は
緒
英
が

天
命
六
年
よ
り
は
る
か
前
に
聾
し
た
事
を
知
ら
し
め
る
だ
け
で
、
そ
の
死
因
等
に
就
い
て
記
し
て
居
な
い
か
ら
、
こ
の

際
史
料
と
し
て
蕊
接
見
聾
す
る
所
は
な
い
。
こ
の
外
側
聯
弾
の
記
鎌
に
於
て
、
祷
英
の
死
に
就
い
て
記
し
て
居
る
も
の

は
、
余
の
渉
猟
し
得
た
範
圃
内
で
は
見
當
ら
す
、
而
も
そ
の
寓
目
し
得
た
記
事
が
右
の
如
く
甚
だ
簡
輩
で
あ
る
と
す
れ

　
　
　
　
揃
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
二
號
　
　
二
七
七
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二
目
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
十
入
巷
策
二
號
　
　
二
七
ん

ば
、
籍
…
英
が
何
故
に
死
に
至
っ
た
か
と
い
ふ
事
は
こ
の
方
面
か
ら
は
知
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
朝
鮮
側
の

記
録
か
ら
し
て
清
史
稿
の
死
因
に
就
い
て
は
所
労
と
な
っ
た
も
の
は
考
へ
ら
れ
な
い
と
思
ふ
。
然
ら
ば
朝
鮮
側
の
記
録

は
論
外
と
し
て
、
事
實
の
黙
は
不
明
に
せ
よ
記
事
と
し
て
明
人
の
記
録
が
前
述
の
如
く
溝
史
筆
所
記
の
一
孚
の
所
糠
に

な
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
一
篇
の
記
事
は
何
に
基
づ
い
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
際

は
や
は
り
済
朝
憲
に
求
め
て
．
太
槻
實
録
以
外
に
於
て
或
詳
密
な
記
事
が
あ
う
、
而
も
そ
れ
が
或
事
情
に
よ
っ
て
實
録

等
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
如
き
も
の
を
、
直
接
採
用
し
て
記
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
の
推
測
を
云
う
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。
然
る
時
そ
の
材
料
と
し
て
は
満
文
老
樒
を
措
い
て
は
他
に
無
い
と
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
若
し
満
交

老
警
・
れ
が
櫻
の
記
崇
あ
段
肇
・
れ
に
よ
つ
雇
適
當
に
書
き
改
め
砦
の
で
・
の
ら
・
と
考
へ
・
の
で
働

あ
る
。
然
し
て
満
文
老
槽
を
諾
す
る
に
、
果
し
て
之
に
就
い
て
記
し
た
詳
密
な
記
事
が
あ
り
、
清
史
稿
は
全
く
之
に
援

っ
て
説
を
な
し
た
も
の
で
あ
ら
う
事
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
。
叢
に
於
て
余
は
そ
の
満
文
老
櫨
の
文
を
諜
出
し
、
以
て

そ
の
間
の
事
情
閥
係
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
満
文
老
…
樒
は
言
ふ
迄
も
な
く
満
文
で
書
か
れ
た
清
初
の
僖
記
で
あ
っ
て
、
補
筆
こ
れ
に
醤
癒
す
る
漢
文
の
無
い
、
事
は

既
に
「
得
遊
吟
齊
の
死
」
の
研
究
の
際
に
も
述
べ
沈
所
で
あ
る
が
、
先
年
金
梁
氏
が
多
数
の
満
洲
人
を
獲
っ
て
之
を
漢
鐸

し
、
そ
の
中
重
要
な
興
味
有
る
も
の
を
摘
出
し
て
、
「
満
洲
老
穂
秘
録
」
二
懇
と
し
て
印
行
さ
れ
た
も
の
、
中
に
、
幸
に



も
こ
の
猪
英
に
…
駕
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
居
る
事
は
、
得
減
量
齊
の
場
合
と
同
様
に
甚
だ
貴
重
な
叉
便
宜
な
事
と
言
ふ

べ
き
で
、
蕪
に
満
文
老
楷
の
一
節
を
鐸
寓
す
る
に
際
し
、
先
づ
国
労
氏
の
諜
文
を
載
せ
、
次
に
原
文
を
ロ
1
マ
字
に
寓

し
こ
れ
に
邦
語
課
を
附
す
る
事
に
し
た
い
Q

陶
、
「
満
洲
老
槽
秘
録
」
上
憲
斯
載
漢
諜
文
。

　
　
　
　
太
耐
幽
長
子
於
高
培
　
癸
丑
年
三
月

　
春
三
月
上
幽
長
子
阿
青
鷺
岡
土
門
貝
勒
御
蓋
於
高
野
、
鞍
上
春
秋
講
書
，
不
任
賓
肝
之
勢
。
思
委
政
事
於
長
子
阿
爾

　
吟
圖
土
門
貝
聖
日
英
。
而
諸
異
心
度
編
小
、
無
帆
衆
急
心
。
爲
上
平
素
知
。
重
爆
里
心
之
日
。
我
今
欲
温
習
政
委
汝
。

　
汝
宜
寛
輪
蔵
度
大
公
爲
心
無
補
肥
命
。
途
委
以
政
。
而
緒
英
編
狡
如
故
。
遇
叢
誌
群
臣
窄
有
恩
意
。
四
貝
四
五
大
臣

　
旦
夕
自
警
知
不
可
久
Q
乃
諾
意
簿
議
日
。
欲
憩
之
則
慮
招
集
前
之
鍋
。
不
惣
講
話
待
謡
來
之
戴
。
然
目
前
渦
小
後
來

　
戴
大
。
不
如
葱
也
、
途
暴
籍
英
諸
虐
政
各
筆
意
縢
漏
壷
恕
之
。
王
激
憤
震
怒
。
乃
姦
濫
萸
至
落
馬
雲
霞
所
奏
。
鰭
英

　
螺
然
不
能
醤
。
上
責
之
日
。
我
年
老
畏
勢
Q
以
汝
嫡
而
居
長
。
故
以
國
政
委
汝
。
命
汝
寛
滴
爲
度
大
公
爲
心
。
今
汝

　
諸
諸
弟
群
置
刻
薄
寡
恩
。
幾
命
國
内
入
入
肖
危
。
何
以
爲
政
。
章
章
汝
乗
政
之
初
。
郎
恐
爾
等
互
趙
雫
閣
。
故
賜
爾

　
同
爆
弟
勅
書
八
十
遊
、
自
銀
｝
萬
爾
、
家
五
千
戸
、
馬
八
百
群
。
賜
爾
異
母
諸
亡
者
親
偏
差
減
。
而
秘
蔵
信
義
先
利
不

　
憶
意
猷
。
致
爾
諸
弟
群
憂
欝
不
聯
生
。
是
鳥
磁
器
。
其
癖
所
有
β
口
財
物
與
爾
譲
弟
均
分
之
無
得
癖
馬
。
窟
是
上
漸

　
不
信
任
緒
英
。
爾
征
烏
拉
皆
軍
令
随
狂
ゆ
且
命
吉
英
巴
圖
魯
貝
二
代
善
、
台
吉
蔀
古
意
泰
及
四
貝
勒
等
。
留
國
中
以

　
　
　
　
山
門
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
戸
　
第
二
號
　
　
二
七
九
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衛
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
二
入
0

　
守
之
。
補
遺
擢
語
其
侍
臣
日
。
我
死
爾
等
能
殉
我
乎
。
封
日
能
。
祷
英
町
乗
上
出
豊
後
懇
書
以
聖
上
書
辞
弟
群
霞
。

　
既
於
天
皇
頭
嚢
。
翫
而
復
諭
侍
臣
日
。
今
我
帯
出
鷺
烏
拉
。
其
勝
可
必
。
上
凱
旋
後
蒜
聞
我
焚
書
瀧
誼
事
則
我
必
死
。

　
不
書
評
自
滞
留
遺
書
以
與
上
及
諸
弟
。
爾
等
其
輿
我
豊
里
。
侍
臣
聞
之
諮
り
墨
黒
祷
悪
所
爲
奔
告
。
上
大
怒
。
嗣
思

　
殺
長
子
不
可
爲
訓
Q
乃
貸
其
死
而
幽
之
Q
逡
年
途
波
。

古
点
文
の
標
題
の
「
太
租
幽
長
子
於
高
墨
壷
丑
年
三
月
」
と
い
ふ
の
は
叢
濃
が
勝
手
に
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に

繹
出
す
る
原
丈
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
や
う
に
、
事
件
が
癸
丑
帥
ち
萬
暦
四
十
一
年
三
月
の
事
で
あ
る
所
か
ら
し
て
附
せ

’
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
原
文
の
記
事
は
三
甘
で
は
あ
る
が
、
艶
語
の
記
述
と
し
て
は
同
年
六
月
の
條
に
繋
げ
ら
れ

て
居
る
。
或
は
鰻
っ
て
三
月
の
記
事
を
後
に
入
れ
た
も
の
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
満
文
並
に
邦
語
鐸
は
次
の
通
り
で
あ

る
Q

二
、
満
文
並
に
邦
語
諜
文
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ヲ
　
留
メ
タ
リ
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烏
拉
　
二
　
兵
　
　
　
往
ク
　
ニ
　
　
大
　
　
子
　
彼
ヲ
　
　
從
ハ
ズ
　
　
家
工
　
居
ラ
シ
メ

man
ggi　
amb
a　
j　
ni’
奄
ai
　
cl
u
in　
g’
u
6u　
1　
baru　
hebdeme，

　
mini　
gunm　
be　
deote’

р
?　
g’
ese　
dend
ehe

　
タ
i）
キ
　
　
大
　
　
子
　
ソ
ノ
　
匹
！
　
2気
．
　
二
　
向
ツ
テ
　
商
議
ス
，
レ
ニ
　
我
が
　
國
（
民
）
．
ヲ
　
弟
等
；
　
二
　
各
虐
　
　
分
ケ

m
a
n
gg’
i，
　
b
i　
b
anj
i
rak
R
　
b
u
eem
b
i　
s
uwe
　
．
mini　
e！
．
ngi　
bueembio　

setne　
henduhe，

　
tere　
duilt　
gu6use

．
．
タ
リ
キ
　
　
我
　
生
キ
ズ
シ
テ
　
　
死
・
ビ
ン
　
　
汝
等
　
　
我
3・
　
共
二
　
　
死
ス
ル
カ
　
　
　
ト
　
　
　
誉
ヘ
リ
　
　
ソ
ノ
　
　
四
　
　
友
等

j
a
b
u
m
e，
　
b
e
ile　
si　
bueebi，

　
bq　
inu　
simbe　
dahame　

bueembi　
・
seme　
henduhe，

　
tereei　

ama　
han　
Ula

罫
ヘ
テ
Mク
　
貝
勒
汝
　
死
セ
バ
我
等
　
亦
　
　
汝
＝
　
　
從
ツ
テ
　
　
死
セ
ン
　
　
　
ト
　
　
　
云
ヘ
リ
　
　
ソ
レ
ヨ
リ
父
ナ
ル
．
．
．
汗
　
　
烏
口
：

　
　
　
　
　
　
　
器
Q騨
穿
　
．
　
r．
　
．
．
無
騨
測
㌔
月
く
罵
．
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．
．
鞘
Q
飽
撰
．
二
》
　
　
’
．
　
．
・
．
1．
　
　
．
　
．
∴
．
癬
く
駒
．
譲
1際
．
1＝
融
く
　
．

／
・
d
e
　
e
o
ol
；
a
　
’
．
．
o
’
e
neh
e
’
a
ma！
a，
　
amb
a
．
　
jui’
　
ama．
han　
．
oge＄
e　
amba　
gurun’
cle　
eooha　
g6n’
efi，
・
　
anabiupbio

．
二
兵
ll｛
シ
タ
♪
レ
．
後
　
大
子
父
ナ
，
レ
汗
ノ
如
ク
大
　
國
二
兵
ヲ
li｛
シ
テ
．
勝
ツ
カ

e
te
mb
i6
　
S
eme
　
jo
．
　
b
ome
　
gr
t
nir
a
lq－
i，
　
eooha　
genehe　

han’
ama　
be　
deote’
be　
sunja　
amban　
be　
firume

飾
・
憂
・
テ
慮
・
磐
兵
・
・
・
・
・
…
　
’
？
一
丁
一
・
・
父
・
馨
・
五
大
・
．
ヲ
枷

b
i
t
h。
．
。
X
・
。
f
i。
bka　
n。
　
d。
　
d。
ijifi，
’
／
j。
i．
X
。
1i、
　
g。
さ
。
sei　
b。
、
・
。
　
h。
。
du鵬
d巨
i・
d・
ge・
ehe　
m・
・
ei　
e・
・
h・
，

書
ヲ
　
書
キ
テ
　
天
　
地
　
二
　
焼
キ
テ
　
又
　
復
　
友
人
二
　
向
ツ
テ
　
　
1ヨ
ク
　
　
　
商
　
　
二
．
行
キ
タ
，
レ
　
我
等
ノ
　
　
兵
己

1｝
la　
de　
g’
i
da
bu
ei
na
c，
　
g
ic
la
bu
ha
　
de
，
　
ania　
be　
deote　
be　
bi　
hoton　
de　
halbural〈

fi　
seme　
g’
isurehe，

　
uttu．

騨
二
敗
］
v
’
力
脚
ヨ
敗
卿
ll＄
父
．
ヲ
鱒
ヲ
我
城
．
二
入
叫
　
1’
言
刈
力
”
レ

ehc　
gigun　
bo　
t／
’
isurefi，

　
600ha　
g’
en6’
he　
hqn　
be　
deote　
be’
　
ambasa　

be　
’
firume　

bithe　
ara，
ha　
niyalma

悪
言
ヲ
i・
k…
テ
．
兵
ヲ
出
職
汗
ジ
聯
ヲ
大
膳
ヲ
．
証
フ
書
ヲ
書
刷
　
．
人

gi
－
m
if
i
，
　
e
re
　
bithe　
ar
af
i　
deijihe　

b
e，
　
atangg’

i　
bieibe　

han　
donjimbi　

clere’
，
　
donjihck　

n3　
anLg．
gi，
　
mimbe

慮
り
テ
コ
ノ
書
ラ
書
キ
テ
焼
キ
タ
ル
ヲ
．
嚇
　
　
磁
　
汗
　
冷
川
　
ノ
ミ
　
聞
キ
．
刎
キ
　
我
ヲ

ger
en　
i
　
j
ull
e
ri　
wa
m
bi，
　
mlt
i
i　
bei
l
e　
gleli　
ini　
banjire’

　
cloro　
be　
ekiyeniyehe　

sehecle，
　
bu6embi　

seme

　
衆
人
．
ノ
　
三
二
　
殺
サ
．
ン
　
　
e
l　
畏
勒
　
復
　
　
ソ
ノ
．
生
キ
ン
　
　
道
　
　
ヲ
　
損
セ
ジ
メ
タ
～
レ
カ
　
ト
云
フ
蒔
　
　
死
セ
ン
　
　
ト

henduhe　
bihe．
　
・
1’
）
eiie　
ama　
i　
ongs）
一
〇
lo　
bi　
neneme　

bueel〈
i　
seme　
bithe　
arafi　
werifi　

fasime　
bubehe，

言
ヒ
タ
リ
キ
@購
父
ノ
前
二
軸
Y」
b＝
戴
ン
．
lx柳
糖
テ
留
出
テ
自
纏
テ
死
セ
リ

tere　
be
　
bu6er．
　
e．
jakade，
　
dahame　
bueembi　

seine　
gisurehe　

ilan　
niyalina…

．
golofi　
hendume，

　
beile　
．
　
be

7レ
ヲ
琴
ス
1レ
　
｝
拠
　
御
テ
　
臨
時
ン
　
ト
　
考
・
・
　
，
・
　
耳
　
人
己
　
脚
テ
　
ロ
ク
　
貝
靹
　
t＝
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四
二
げ
勲
ヨ
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麟
隠
虫

ひ
q
臨
。
・
§
讐
ω
舞
Φ
冨

輩
判
　
　
坤
〉
｝
て
“
　
ツ

愚
息
δ
ヨ
ω
σ
9

爵
そ
’
　
申
総
　
B

び
燭
α
Φ
一
昌
σ
一

　
冷
律
V

　
鐘
雲
き
黒
鉱
㌶
霞
ぴ
百
万

　
　
螺
　
　
岳
　
　
韓
　
　
濁

藝
画
弩
葺
葛
矯
ひ
・
讐
茸
毒
。
p
望
事

　
　
苫
”
　
　
、
　
　
　
》
　
　
　
山
㍗
　
　
田
儀
講
胃
珍
圖
一

　
び
雲
旨
。
＆
δ
げ
①
孟
夏
①
舜
げ
⇒

　
　
昨
モ
　
　
　
蘇
　
　
　

櫻
　
　
　
」
簿
て
‘

ヤ
右
に
記
し
た
や
う
に
満
文
は
相
當
に
長
文
で
あ
っ
て

だ
事
の
綾
き
に
記
さ
れ
て
居
る
。

梁
氏
繹
本
の
如
く
「
癸
丑
三
月
」
と
題
し
て
差
支
な
い
わ
け
で
あ
る
。

異
同
あ
り
、
期
し
も
全
然
同
文
と
は
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
っ
て

に
隔
そ
の
原
本
と
な
っ
た

　
　
　
　
－
　
緒
英
の
死
に
就
い
て

　　

ﾖ
§
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①
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、
］
量
α
q
ひ
・
2
藝
¢
§
臣
男
舞
豊
①
津
①
費
夏
竃
⑩
卑
u
臥
、
鋤

　
　
　
｝
．
　
坤
～
・
》
暑
　
蝦
浦
こ
　
繋
縄
鱒
紫
轡
《
寧
漂
油
《
》
斗
　
蝿
達
、
‘
　
》
マ
＼

α
q
①
8
瓢
一
当
ε
騨
づ
四
帥
q
9
ω
Φ
∋
①
9
一
勲
び
9
一
留
ρ
鐸
鵬
勧
q
い
ω
β
憎
O
面
的
謬
α
償
一
㊦
；
ゲ
9
昌
》
月
日
ぴ
9
U
O
一
ぴ
④
毛
9
α
一
W
勲
B
巴
9

　
　
　
　
　
蝦
蹄
㌣
高
　
　
プ
　
雄
曳
　
脂
‘
紮
　
謬
　
　
難
　
　
筆
　
　
渉
　
申
丸
印
疇
・
高

ざ
・
賦
ぴ
窪
溢
二
塁
．
ψ
。
ヨ
①
≦
島
騨
百
．
雲
量
2
雨
請
お
霧
雲
ε
B
＄
ぴ
①
芭
ひ
q
量
昌
α
昌
μ
。
・
Φ
自
ρ

第
二
プ
　
斗
Ψ
械
　
プ
申
　
謬
ヰ
協
　
誉
申
圏
翻
毒
口
辻
戯
　
引
戸
＼
臣
ナ
渇
甦
こ
’
著

　
　
　
　
・
誉
・
言
の
讐
三
夏
霞
ひ
・
詑
量
μ
冨
・
冨
三
g
。
号
げ
。
一
、
路
§
昌
。
・
ω
霞
Φ
ざ
疑
三
Φ
臥

　
　
　
　
巨
十
　
　
憾
　
　
　
聾
　
　
奉
　
　
叢
　

＼
臓
μ
　
醤
《
粗
繭
焔
喫
図
目
高
　
謬
　
　
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
Φ
び
①
　
一
思
一
瞥
＜
ρ
犀
9
ぴ
①
ぴ
㊦
同
①
蜘
①
巴
一
跨
①
ぴ
q
9
ご
9
穏
9
鐘
O
　
O
ρ
　
毘
ゴ
曽
一
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
」
珪
¶
α
　
　
　
　
し
ワ
　
　
　
　
鯉
雪
　
　
罵
、
　
職
π
　
　
　
喝
　
　
湿
　
　
　
μ
　
　
顯
強
樗
噸
‘
喫
　
　
　
　
勘
B
　
　
　
憩
“

　
　
　
　
　
　
　
。
。
①
ヨ
①
箸
巳
P
口
2
冨
。
・
げ
き
一
び
○
○
留
ぎ
壇
郎
8
9
9
．

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
録
唱
承
　
羅
　
　
叢
　
　
＼
　
臓
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醜
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図
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@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
．
老
槽
憲
三
癸
丑
年
六
丹
額
亦
圖
巴
圖
魯
が
葉
赫
征
伐
を
な
し

　
　
　
　
　
　
　
然
し
原
文
の
終
り
に
近
く
見
え
る
如
く
幽
囚
事
件
は
そ
の
年
三
■
月
に
在
っ
た
か
ら
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
こ
の
原
文
を
漢
鐸
文
に
比
べ
て
み
る
時
相
當
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
或
は
満
洲
老
櫨
秘
録
の
序
文
に
．
記
さ
れ
て
居
る
や
う

　
　
　
無
圏
黙
槽
案
と
余
の
導
出
　
に
用
み
た
加
圏
黙
蟷
案
と
の
間
に
異
同
あ
る
爲
か
、
．
そ
れ
と
も
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
第
二
號
　
　
二
入
団
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籍
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
十
八
巻
　
第
二
號
　
　
二
八
八

梁
斜
文
は
實
録
等
を
参
照
し
て
意
を
加
へ
て
た
．
さ
れ
た
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
・
襲
撃
の
意
昧
に
於
い
て
は
格
2
4
の

差
な
く
賂
同
意
と
み
て
よ
い
と
思
ふ
Q
但
し
漢
文
の
三
行
臼
の
「
四
貝
勒
」
と
い
ふ
の
は
決
し
て
太
宗
の
四
貝
勒
の
義
で

な
い
事
は
、
原
文
に
四
白
と
あ
る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
叉
漢
文
十
行
目
の
「
四
貝
勒
」
は
原
丈
に
第
四
貝
勒
と

記
さ
れ
て
居
て
こ
の
方
は
太
宗
を
指
す
も
の
で
あ
る
事
は
注
意
す
べ
く
、
四
聖
と
い
ふ
の
が
磨
出
、
喜
吉
三
筆
、
及
び

太
宗
の
三
人
を
含
ん
で
今
｝
人
誰
か
を
言
ふ
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
こ
、
で
は
明
ら
か
で
な
い
。
又
漢
文
十
行
目
の
「
爾

征
乱
悪
云
々
し
の
記
事
は
、
混
交
に
よ
っ
て
初
回
の
時
は
代
善
が
看
饗
し
、
二
回
目
に
は
葬
古
爾
泰
と
太
宗
と
が
看
視
し

た
事
の
義
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
、
二
回
と
も
祷
英
が
墾
饗
し
な
か
っ
た
事
情
が
よ
く
分
る
。
三
っ
て
初
め
に
述
べ
た
や

う
に
太
頑
思
懸
そ
の
他
の
書
に
祷
英
の
晩
年
の
烏
拉
征
伐
に
諸
弟
の
名
が
見
え
る
に
反
し
、
硝
英
の
名
が
見
え
な
い
の
、

は
か
、
る
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
が
明
瞭
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
漢
文
最
後
の
｝
句
で
あ
る
「
羽
島
途
回
し
は
加

圏
黙
熟
案
に
は
見
當
ら
ぬ
旬
で
あ
っ
て
、
金
梁
氏
が
太
職
貫
録
等
に
よ
っ
て
補
は
れ
た
も
の
か
、
或
は
叉
無
圏
黙
樒
案

に
の
み
あ
る
事
か
と
思
は
れ
る
が
、
こ
の
黙
も
明
ら
か
で
な
い
。
然
し
こ
の
原
文
並
に
漢
繹
交
を
醤
照
し
て
考
察
す
る

時
、
疑
問
と
し
た
祷
英
の
死
に
冒
し
て
十
分
そ
の
事
情
を
知
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
眞
に
得
難
い
貴
重
の
記
事
と
云
っ

て
も
過
言
で
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
以
上
記
述
し
た
所
の
満
文
老
馬
の
詳
細
な
記
事
は
、
疑
問
の
中
に
湖
さ
れ
て
居
た
濤
…
英
の
死
の
事
情
に
就
い
て
述
べ
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て
還
辱
な
し
と
云
っ
て
差
支
な
い
。
余
の
謬
出
の
原
文
と
金
梁
氏
繁
文
と
は
少
し
く
異
る
所
あ
る
が
、
そ
の
記
載
の
大

要
を
述
る
な
ら
ば
次
の
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
Q
師
ち

、
太
祀
は
そ
の
長
子
補
英
に
己
の
後
を
嗣
が
も
め
る
た
め
、
庶
政
を
委
ね
ん
と
し
た
が
、
か
ね
て
太
租
の
危
催
し
た
如

　
く
祷
英
に
寛
厚
の
資
な
く
「
族
部
衆
に
謝
し
て
少
し
も
恩
愛
を
示
さ
な
い
爲
に
衆
の
心
服
を
得
す
、
爲
に
諸
弟
大
臣

　
の
之
を
太
組
に
護
告
す
る
も
の
有
り
、
下
車
も
委
政
の
事
を
中
止
し
且
補
英
を
招
致
し
て
詰
責
し
以
後
彼
を
信
用
し

　
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
後
行
は
れ
た
二
画
の
烏
拉
征
伐
に
も
彼
を
し
て
出
征
せ
し
め
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
密
か
に

　
重
要
を
し
て
看
算
せ
し
め
る
態
度
に
鵠
だ
爲
．
内
心
非
常
に
憤
満
の
情
を
懐
い
て
居
っ
た
穂
英
は
無
心
李
ら
か
な
ら

　
す
、
逡
に
太
租
を
記
し
諸
藩
大
臣
を
聾
す
る
に
至
り
．
太
餌
の
出
征
不
在
に
乗
じ
て
そ
の
呪
表
を
焚
き
天
に
所
つ
た

　
の
で
、
初
め
死
を
約
し
た
侍
臣
等
も
事
の
成
行
を
贈
れ
て
太
租
に
告
ぐ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
太
租
も
怒
心
頭
に

　
登
し
之
を
法
に
反
せ
ん
と
し
た
が
、
長
子
を
殺
す
事
の
子
孫
の
爲
に
法
と
な
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
っ
て
、
途
に
之
を

高
培
に
幽
囚
す
る
に
至
っ
た
。
云
々

と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
文
を
先
に
記
し
た
清
吏
稿
列
傳
の
記
載
に
比
す
る
に
大
意
に
於
て
は
正
し
く
合
致
す
る
と
思

は
れ
る
の
で
ハ
清
史
稿
の
記
載
が
こ
の
満
文
老
槽
に
よ
っ
て
記
述
を
簡
約
し
た
も
の
で
あ
ら
う
事
は
十
分
に
想
像
し
得

ら
れ
る
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
初
め
疑
問
と
し
た
清
皮
稿
の
記
事
の
所
媛
は
、
全
く
こ
れ
に
在
る
事
が
分
り
そ
の
記
事
は

確
な
信
用
し
得
る
記
述
と
言
っ
て
差
支
な
い
の
で
あ
っ
て
、
清
初
の
記
録
で
あ
る
實
録
そ
の
他
に
於
て
、
耳
蝉
の
爲
に

　
　
　
　
精
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
麺
　
第
二
號
　
　
二
入
九

（ユ03）



　
　
　
　
籍
英
の
死
に
就
硫
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
舎
　
策
¶
一
貫
　
　
ご
九
〇

叉
清
朝
の
爲
に
不
名
轡
の
事
と
し
て
忌
ん
で
省
か
れ
た
と
思
は
れ
る
祷
英
の
死
と
い
ふ
事
件
の
詳
細
な
事
情
は
、
好
爾

陰
齊
の
死
の
場
合
と
同
様
に
、
満
文
老
穗
に
よ
っ
て
始
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
う
、
そ
の
全
禮
の
経
過
は
寄
、
爾

銀
器
の
場
合
と
異
る
が
幽
囚
と
い
ふ
結
果
に
落
着
く
に
至
っ
た
事
は
全
く
同
機
で
あ
っ
て
、
蕪
に
猛
王
補
英
の
悲
運
を

正
し
く
知
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
然
る
時
こ
の
満
文
老
槽
の
記
事
は
眞
に
貴
重
な
吏
料
と
い
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、

清
初
に
於
け
る
史
實
の
究
明
に
満
文
老
棺
研
究
の
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
事
を
痛
記
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
埋
骨
る
所
に
よ
っ
て
祷
英
の
幽
囚
に
至
る
迄
の
大
器
の
事
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
ふ
が
、
次
に
は
左
の
三
瓢
に
就

い
て
少
し
く
詳
細
に
一
癒
の
考
察
を
加
へ
て
み
た
い
。

　
第
一
は
原
文
・
に
「
長
子
阿
爾
恰
圖
土
門
を
し
て
溢
（
政
）
を
乗
ら
し
め
た
り
」
と
し
、
金
二
七
文
に
「
思
委
政
事
於
長

子
阿
爾
恰
圖
土
門
貝
勒
三
聖
し
と
す
る
の
が
、
何
時
の
事
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
固
よ
う
こ
れ
だ
け
の
記
事
で

は
そ
の
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
に
烏
拉
征
伐
二
回
の
記
串
が
あ
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
烏
拉
征
伐
が
、
初
め
は

壬
チ
萬
暦
四
十
年
で
あ
り
次
が
癸
丑
萬
暦
四
十
一
年
半
あ
る
以
上
、
お
そ
く
と
も
萬
暦
四
十
年
中
初
め
か
、
そ
の
年
以

前
の
事
と
み
る
べ
き
で
あ
る
Q
然
し
て
上
文
共
に
太
租
の
詰
責
を
記
し
て
後
、
直
に
績
け
て
烏
拉
征
伐
の
事
を
言
っ
て

居
り
、
殊
に
原
文
に
は
、
「
烏
拉
に
秋
兵
を
や
る
に
云
々
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
委
政
の
事
は
當
然
そ
の
征
伐
と
同
年
中
の

事
と
み
る
べ
き
で
、
諸
書
に
は
壬
子
秋
九
月
に
太
租
が
鳥
拉
を
親
征
し
て
居
る
か
ら
、
そ
の
年
の
中
で
入
月
よ
り
以
前

の
事
と
考
へ
る
の
が
至
當
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
嘉
靖
三
十
八
年
生
れ
の
太
澱
五
十
四
歳
の
年
に
當
る
わ
け
で
あ
っ
て
、

（　104　）



金
童
心
文
に
「
無
上
春
秋
漸
高
云
々
」
と
云
っ
て
居
る
の
も
あ
な
が
ち
不
當
の
語
で
憾
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
果
し
て

不
乱
宵
肝
之
勢
と
い
ふ
蒸
熱
に
在
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
幼
年
よ
り
辛
苦
銀
難
を
積
ん
だ
太
租
に
幾
分
か
、
る
事

が
あ
っ
だ
の
で
な
い
か
と
も
、
考
へ
ら
れ
な
い
事
も
な
い
。

・
第
二
に
考
ふ
べ
き
は
壬
子
癸
丑
爾
回
の
烏
合
征
伐
に
罪
し
て
の
事
で
あ
る
。
既
に
述
る
如
く
壬
子
（
修
士
四
十
年
）
秋

九
月
の
征
伐
の
際
は
、
太
窟
は
二
面
の
弟
藩
無
上
泰
等
を
し
て
套
加
せ
し
め
、
癸
丑
（
萬
暦
四
十
】
年
）
春
正
月
の
征
伐

の
際
に
は
代
善
阿
敏
等
を
墾
戦
せ
し
め
て
居
る
。
今
原
の
満
文
に
よ
れ
ば
、
「
秋
の
征
伐
に
は
同
舞
弟
古
英
磁
器
魯
を
し

て
城
を
看
守
せ
よ
と
留
め
た
り
」
と
し
、
「
春
の
征
伐
に
は
葬
古
雨
垂
．
四
七
勒
為
政
を
留
め
た
り
」
と
云
っ
て
居
る
。

雨
風
を
併
せ
考
ふ
る
に
よ
く
合
致
し
て
居
る
と
い
ふ
べ
き
で
、
秋
の
時
に
は
古
音
巴
圖
魯
即
ち
豊
満
が
城
を
着
守
す
る
　
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

代
り
に
舞
古
塔
昇
等
が
往
戦
し
、
春
の
時
に
は
葬
門
並
泰
、
四
貝
勒
（
太
宗
V
が
看
守
す
る
代
り
に
代
善
阿
下
等
が
毘
征

し
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
從
鷺
烏
拉
征
伐
に
大
功
有
っ
た
祷
英
を
参
戦
せ
し
め
す
し
て
禁
足
し
だ

爲
に
、
そ
れ
を
看
親
す
る
の
必
要
上
有
力
な
る
諸
弟
を
交
替
に
看
親
出
征
せ
し
め
だ
わ
け
で
あ
っ
て
、
既
に
父
子
の
間

に
瞼
ゆ
る
事
の
年
下
な
い
溝
渠
が
出
來
た
以
上
、
流
石
の
太
濯
も
緒
英
の
行
動
を
氣
遣
ひ
、
之
が
最
善
の
封
策
を
講
じ
、

π
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
當
時
に
於
け
る
一
族
間
の
内
紛
の
歌
が
よ
く
示
さ
れ
て
居
る
と
共
に
、
　
…
面
太
組
の

好
智
巧
慧
を
表
は
し
た
も
の
と
言
っ
て
も
差
支
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
但
し
金
面
重
文
に
は
、
爾
回
の
征
伐
を
一
に

記
し
た
爲
に
、
代
善
、
舞
古
爾
泰
、
四
貝
勒
を
も
一
に
し
て
看
守
せ
し
め
π
襟
に
記
し
て
居
る
の
は
、
須
く
原
文
に
從

　
　
　
　
二
曲
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
春
　
第
二
號
　
　
二
九
一



　
　
　
　
緒
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
二
號
　
　
二
九
二

っ
て
夫
々
別
に
考
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
事
言
を
倹
た
な
い
Q

、
第
三
に
は
補
英
の
脱
訳
の
事
に
就
い
て
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
原
文
並
に
虹
梁
羅
文
を
み
る
に
、
爾
回
の
烏
拉
征
伐

共
に
緒
英
は
墾
弄
せ
す
、
諸
弟
が
之
を
看
守
し
た
た
め
に
、
管
玉
濡
れ
て
途
に
呪
罪
す
る
に
至
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
が

呪
譲
の
文
句
は
固
よ
り
知
ら
れ
な
い
。
然
し
前
後
の
關
係
よ
り
し
て
内
容
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
と
思
ふ
。
然
む
ば

そ
の
呪
誼
の
書
を
つ
く
り
之
を
焚
い
た
の
は
果
し
て
何
時
で
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
之
も
的
確
な
日
時
を
示
す
事
を
得
な

い
け
れ
ど
も
、
爾
文
闘
に
太
櫨
が
烏
拉
征
伐
に
赴
い
た
後
の
事
と
云
っ
て
居
る
所
に
よ
っ
て
、
癸
丑
の
歳
正
月
の
太
租

烏
扇
親
征
後
間
も
な
い
時
で
あ
る
事
は
推
測
し
得
べ
く
、
而
も
原
文
に
は
、
「
そ
の
呪
誼
の
書
を
焼
い
た
後
に
、
友
人
に

向
っ
て
笑
事
の
師
姦
れ
蒔
に
は
父
鐘
姦
に
入
れ
し
ぬ
な
い
と
言
っ
た
言
を
記
し
て
居
・
璽
羅
醐

中
の
事
件
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
太
就
の
烏
拉
征
伐
は
正
月
中
の
事
で
あ
り
、
途
に
烏
拉
を
滅
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
右
の
事
は
こ
の
正
月
中
の
事
と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
落
髪
の
侍
臣
が
死
を
乱
れ
て
諸
英
と
の

約
を
裏
切
っ
て
太
組
に
奔
署
し
、
内
原
交
の
記
す
所
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
や
う
に
そ
の
年
三
月
二
十
六
日
に
幽
囚
の
事
が

認
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
奔
告
は
酵
征
中
の
事
と
し
て
も
、
太
灘
の
凱
旋
後
間
も
な
い
時
に
於
て
こ
の
不
鮮
事
が
起
っ

た
も
の
と
み
る
べ
く
、
…
逐
に
叢
に
猛
王
祷
英
も
園
固
の
身
と
な
り
了
せ
た
次
第
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
解
し
蘇
る
時
、
祷
英
の
幽
囚
に
至
る
迄
の
経
緯
は
よ
く
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
併
せ
て
そ
の

裏
面
に
於
け
る
内
紛
の
朕
態
も
窺
知
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
太
瀧
が
何
故
に
異
心
の
明
ら
か
な
者
を
、
言
は
ば
一
族



間
の
反
逆
者
を
、
軍
に
幽
禁
ず
る
に
止
め
た
か
と
云
ふ
に
、
幽
禁
が
そ
の
入
を
苦
し
め
る
事
大
に
し
て
懲
罰
の
法
と
し

て
立
身
的
で
あ
っ
だ
と
云
ふ
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
魚
心
は
満
文
老
償
に
記
さ
れ
て
居
る
や
う
に
、
「
，
大
子
を
殺
す

の
は
子
孫
の
典
例
準
標
と
し
て
避
く
べ
き
で
あ
る
」
と
の
考
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
又
“
凶
に
は
斬
殺
の
相
等
に
慮

す
る
時
に
は
己
に
達
す
る
非
難
が
越
る
や
も
知
れ
な
い
の
を
考
へ
て
、
之
を
避
け
た
の
で
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

若
し
然
ら
ば
こ
の
黙
に
於
て
も
太
祖
の
賢
明
と
好
智
と
を
十
分
に
察
し
得
る
と
思
ふ
。
而
し
て
こ
の
緒
英
幽
禁
の
事
は

全
く
前
の
好
爾
恰
齊
幽
禁
と
同
襟
の
法
に
出
　
た
も
の
で
あ
っ
て
、
後
に
太
宗
が
そ
の
兄
弟
に
心
し
て
と
っ
た
態
度
や
、

そ
れ
以
後
の
諸
天
子
の
事
等
を
併
せ
考
へ
れ
ば
、
清
朝
の
慣
習
的
塵
刑
法
で
あ
っ
だ
か
と
も
思
は
れ
る
。

璽
鍵
の
幽
禁
・
れ
痔
三
善
・
二
ぴ
・
・
が
如
何
な
・
構
造
で
あ
・
か
は
詳
ら
か
で
な
暴
富
饗
録
癸
陶

丑
（
萬
暦
四
十
一
年
）
正
月
墨
銀
朔
の
條
に
、
晶
晶
布
薬
量
が
背
擬
し
て
太
祖
の
女
を
高
空
に
幽
し
た
記
事
を
載
せ
て
居

る
の
で
、
高
堵
は
當
時
幽
囚
に
よ
く
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
恐
く
家
の
園
圃
に
総
嫁
を
め
ぐ
ら
し
て
脆
出
を

防
ぎ
、
外
部
と
め
交
通
の
自
由
を
妨
げ
π
も
の
で
あ
ら
う
か
。
博
物
典
儀
の
記
述
に
、
寝
藁
が
弟
箭
爾
山
鼠
を
幽
禁
し

元
事
を
言
っ
た
と
思
は
れ
る
所
に
、
「
會
疑
弟
二
心
Q
偉
螢
肚
第
一
魑
落
成
。
置
酒
招
弟
飲
。
竿
入
寝
室
。
錨
錨
之
。
注

鐵
鑓
其
戸
。
僅
容
二
穴
、
遜
飲
食
、
出
便
溺
。
云
々
」
と
あ
る
の
は
、
果
し
て
信
用
し
得
る
か
不
明
で
あ
り
、
叉
無
論
高

培
の
説
明
と
は
い
へ
な
い
が
、
か
、
る
事
も
行
は
れ
た
の
か
考
へ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
の
で
、
同
じ
幽
禁
で
あ
っ
て
み

れ
ば
高
専
も
か
く
の
如
く
嚴
重
に
外
部
と
の
交
通
を
妨
げ
た
類
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
　
鰭
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
魂
　
第
ご
號
．
　
二
九
三



　
　
　
　
籍
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
谷
　
策
二
擁
．
、
ご
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
以
上
興
る
所
に
よ
っ
て
、
清
吏
稿
豊
肥
傳
に
見
え
る
緒
英
幽
囚
の
二
つ
の
記
事
の
出
所
源
流
は
、
始
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
而
し
て
既
に
叢
る
如
く
明
人
の
端
摩
に
基
く
幽
禁
の
記
事
は
、
果
し
て
事
實
で
あ
る
か
、
清

朝
側
の
記
録
に
照
懸
す
る
も
の
が
な
い
の
で
確
め
る
事
が
出
期
す
、
烏
拉
征
伐
の
時
に
で
も
烏
拉
葉
赫
と
明
と
の
關
係

ま
り
し
て
、
祷
英
が
明
に
背
く
事
勿
ら
ん
事
を
諌
め
た
の
で
あ
る
ま
い
か
と
想
像
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
説
と
し
・

て
一
難
考
慮
の
中
に
入
れ
る
に
は
差
支
な
い
が
、
緒
莫
幽
囚
の
鼠
ハ
の
原
因
と
し
て
は
須
く
之
を
避
け
て
満
門
馬
樒
の
記

蓮
に
從
ふ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
る
。
然
し
何
れ
に
せ
よ
太
租
と
予
期
と
の
間
柄
が
、
後
年
に
於
い
て
圓
滑
で

な
か
っ
た
事
は
想
像
す
る
に
鯨
あ
）
、
又
僻
爾
陰
齊
の
死
と
併
せ
考
ふ
る
時
事
室
の
内
部
に
紛
鋤
の
…
駅
が
あ
っ
た
事
を

察
知
す
る
に
足
る
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
し
て
諮
英
は
猛
勇
の
資
を
以
て
大
功
を
樹
て
な
が
ら
、
そ
の
最
後
に
至
っ
て
は
報
ゐ
ら
る
、
所
な
く
、

幽
囚
の
厄
に
會
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
幽
囚
後
に
於
け
る
朕
態
は
何
等
記
す
も
の
な
く
不
明
で
あ
る
。
然
し
眞
に

辛
い
刑
罰
の
事
と
て
、
精
融
的
肉
騰
的
の
憂
悶
苦
患
は
推
し
て
知
る
べ
く
、
逡
に
諸
書
に
示
さ
れ
る
如
く
幽
囚
よ
り
二

年
後
の
乙
卯
閏
黒
月
に
至
っ
て
、
幽
所
に
死
を
得
た
事
は
さ
も
あ
る
べ
き
事
で
あ
る
。
但
し
前
述
の
如
き
詳
し
い
記
述

を
残
し
π
満
文
老
橘
に
は
、
乙
卯
閏
入
塾
の
條
に
於
て
補
翼
の
死
を
記
し
て
居
ら
ぬ
の
は
奇
と
す
べ
き
で
あ
乃
が
、
之

は
何
か
め
事
情
に
よ
っ
た
も
の
な
る
べ
く
、
漢
文
の
太
櫨
實
鋒
に
よ
り
こ
の
月
に
麗
じ
た
事
は
疑
ふ
除
地
は
な
か
ら
う

（10S　）



と
思
ふ
Q
然
も
そ
の
死
が
満
文
老
生
に
よ
っ
て
も
「
自
総
」
せ
ん
事
の
伺
は
れ
、
清
史
稿
が
「
直
綴
死
し
と
記
し
だ
事
が
眞

實
で
あ
る
な
ら
ば
、
太
組
が
薩
接
手
を
下
し
た
事
で
な
い
に
せ
よ
、
間
接
に
太
醒
が
殺
し
た
と
云
っ
て
よ
い
の
で
あ
っ

て
、
朝
鮮
側
の
建
痘
苗
見
二
等
に
、
太
租
に
殺
さ
れ
セ
と
い
ふ
記
事
が
見
え
る
の
は
、
そ
の
眞
を
傳
ふ
る
も
の
と
云
ふ

べ
き
で
、
寄
爾
恰
齊
の
場
合
と
同
様
に
、
眞
に
項
部
な
蓮
命
を
辿
っ
た
も
の
と
云
っ
て
差
支
な
い
。

　
以
上
の
や
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
清
朝
は
そ
の
興
隆
の
初
期
に
於
て
、
太
灘
に
關
聯
し
て
同
母
右
寄
下
陰
齊
と
長

子
補
英
と
の
二
人
の
有
力
者
を
、
僅
々
数
年
の
闘
に
失
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
面
に
於
て
多
大
の
損
失
を
蒙
っ
た
事
は
言

ふ
迄
も
な
い
。
さ
り
な
が
ら
他
の
一
面
に
立
て
、
太
灘
は
そ
の
英
歪
な
資
を
以
て
一
族
部
内
の
異
端
者
を
排
除
し
て
そ

の
兵
を
併
せ
、
部
族
茎
然
堕
す
垂
を
箋
の
で
あ
っ
て
、
彙
に
於
〆
・
は
却
っ
て
よ
か
っ
た
と
も
考
へ
得
ら
鵡

る
。
太
租
が
猜
属
威
暴
、
妻
子
と
難
も
假
借
せ
す
し
て
部
衆
に
恐
れ
ら
れ
た
事
、
及
び
そ
の
子
貴
盈
寄
帥
ち
代
善
が
代
れ

ば
寛
柔
の
資
を
以
て
衆
心
を
亡
べ
し
と
評
劉
さ
れ
た
事
は
、
前
に
督
爾
喰
齊
の
死
に
就
い
て
述
べ
た
時
、
建
州
聞
見
録

を
引
い
て
言
及
し
た
が
、
祷
英
が
又
性
暴
杭
で
衆
心
附
か
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
も
、
確
か
に
そ
の
父
の
性
質
の
一
端
を

う
け
た
も
の
と
云
ふ
べ
く
、
唯
太
湘
…
稚
に
好
智
に
長
せ
す
、
自
己
粉
飾
に
露
な
武
骨
二
遍
の
正
直
者
で
あ
っ
た
爲
に
、

…
逐
に
は
同
じ
威
暴
な
父
と
も
合
は
す
、
加
之
衆
人
の
謳
訴
の
事
も
預
っ
て
か
、
る
非
命
に
送
れ
た
事
は
想
像
す
る
に
鯨

あ
る
と
思
ふ
Q
こ
れ
亦
清
規
内
紛
の
表
面
化
し
た
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
唯
緒
英
と
そ
の
愚
弟
と
が
何
程
不
和

の
事
實
が
あ
っ
た
か
は
知
る
を
得
な
い
が
、
後
の
事
よ
り
推
し
て
太
宗
皇
太
極
部
ち
四
貝
勒
等
が
、
そ
の
間
に
暗
躍
し

　
　
　
　
緒
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
釜
　
第
二
號
　
　
ご
九
五



　
　
　
　
麟
…
英
の
死
に
塒
痛
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
入
徐
｝
　
第
二
號
　
　
二
九
六

な
か
っ
た
と
も
確
雷
礎
來
な
い
の
で
あ
る
。
か
、
る
課
で
繋
馬
の
死
に
議
し
て
慮
、
そ
の
一
族
の
態
度
行
動
に
種
々
の

事
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
清
濁
内
部
に
於
け
る
紛
織
は
相
當
に
盛
ん
で
あ
り
、
叉
学
監
と
し
て
部
内

の
統
　
に
苦
慮
す
る
事
多
大
で
あ
っ
た
事
も
、
十
分
察
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
或
王
朝
の
興
隆
雪
鬼
に
於
け
る
免

れ
難
い
混
凱
の
一
面
を
示
す
も
の
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
俺
、
こ
、
に
併
せ
て
こ
悪
し
た
い
の
は
、
祷
英
の
死
後
に
於
け
る
そ
の
子
孫
に
就
い
て
の
事
で
あ
る
。
祷
英
に
は
数
人

の
子
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
長
チ
を
杜
度
と
云
っ
た
。
こ
の
入
は
天
命
九
年
以
後
に
於
い
て
、
朝
鮮
、
雪
避
爾
及
び
明
の
征
伐

等
に
種
壷
碧
つ
萎
あ
・
。
そ
し
て
獲
が
清
軍
中
量
寒
し
て
居
た
譲
燃
茎
記
述
巷
二
＋
三
深
河
働

之
役
の
項
に
、
心
際
（
太
櫨
）
の
入
將
を
墨
げ
て
そ
の
第
六
に
　
豆
斗
、
奴
長
孫
と
云
っ
て
居
る
豆
斗
が
こ
の
入
に
嘗

る
事
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
、
又
前
掲
太
岬
山
本
塁
海
難
日
記
辛
酉
九
月
初
十
日
鄭
忠
信
の
報
告
に
、
清
朝
の
兵
制
を
述

べ
た
一
節
に
入
旗
の
事
を
記
し
て
、
會
孫
斗
斗
阿
国
領
其
〔
こ
部
と
云
っ
て
居
る
斗
斗
阿
古
が
、
叉
杜
度
で
あ
る
事
も

言
ふ
迄
も
な
い
。
（
擁
護
匡
阿
冷
物
で
満
洲
語
p
σ
q
o
即
ち
皇
子
、
兄
長
の
癒
を
意
味
す
る
も
の
と
思
ふ
。
太
醗
の
諸
山
の
中
で
年
長
で
あ
っ
糞
爲
に
呼
ば
れ
糞
敬
爾
で
あ
ら
う
か
。
）
爾
「
建
州
聞
見
銀
」
に
も
入
舞
の
事

を
記
し
た
藁
即
に
、
籐
四
高
沙
。
日
紅
　
是
。
日
亡
古
ダ
。
日
日
斗
羅
古
り
出
過
未
草
古
り
と
記
し
て
、
そ
の
豆
斗
羅

古
（
羅
古
亦
阿
古
と
同
語
の
擬
音
か
）
に
注
し
て
紅
斑
都
里
之
子
也
と
云
っ
て
居
る
。
こ
の
紅
破
墨
里
は
前
述
の
如
演
舞
圖
魯
補
英
の
三

巴
圖
魯
と
同
音
異
字
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
子
豆
斗
羅
古
と
い
ふ
の
を
杜
度
に
あ
て
、
差
支
な
い
。
然
ら
ば
こ
れ
等
の
記



事
か
ら
し
て
、
庖
丁
が
太
衝
軍
中
に
重
を
な
し
た
事
が
朝
鮮
に
知
れ
て
屠
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

人
が
か
y
る
地
位
に
在
っ
た
の
は
そ
の
勢
力
が
里
雪
に
強
大
で
あ
っ
た
事
に
よ
る
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る

時
そ
の
勢
力
は
何
に
よ
っ
て
得
だ
か
と
云
へ
ば
、
父
緒
…
英
に
負
ふ
所
大
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
閣
係

は
恰
も
曽
爾
袷
齊
の
死
後
、
そ
の
子
羊
敏
が
二
塁
勒
と
し
て
太
租
の
諸
子
と
比
肩
し
得
た
事
情
と
軌
を
一
に
す
る
も
の

で
あ
る
と
思
ふ
。
蓋
し
緒
英
は
非
蓮
に
馨
れ
た
が
、
そ
の
手
下
に
は
相
當
有
力
な
兵
あ
り
、
難
度
は
之
を
受
け
て
一
族

間
に
重
を
な
し
た
も
の
と
み
る
べ
く
、
大
野
も
緒
英
を
死
に
至
ら
し
め
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
生
前
に
於
け
る
…
幾
多
の
戦
功

を
嘉
し
て
そ
の
子
を
優
遇
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ヌ
一
面
か
ら
す
れ
ば
、
相
當
な
勢
力
有
っ
た
が
爲
に
之

を
閑
却
視
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
も
思
は
れ
る
。
巌
覇
の
記
録
に
よ
っ
て
は
杜
度
が
何
時
固
山
（
難
騙

燈
）
を
領
し
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
補
英
が
死
を
得
た
璽
年
の
丙
辰
の
歳
に
太
租
が
帝
號
を
聡
へ
た
時
、
八
無
暗
勒
諸

大
臣
が
概
説
し
た
事
を
記
し
て
居
る
か
ら
、
或
は
こ
の
時
既
に
旗
竿
と
な
っ
て
居
た
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
父
子
英
が

三
十
六
歳
で
死
去
し
た
事
と
併
せ
考
へ
る
時
、
そ
の
時
に
は
年
少
に
過
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
か
ら
、
今
少
し
く
後
の

事
件
か
と
も
思
は
れ
る
。
然
し
年
少
と
錐
手
下
に
有
力
な
人
が
あ
れ
ば
旗
国
と
な
れ
難
事
も
な
い
か
ら
、
或
は
こ
の
時

既
に
な
っ
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
。
爾
ヌ
杜
度
の
作
料
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
が
天
命
九
年
と
い
ふ
事
か
ら
し
て
、
職
長
任

命
も
こ
れ
と
前
後
し
た
事
で
な
い
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
朝
鮮
側
の
諸
記
録
が
お
そ
く
と
も
天
命
六
年
迄
の

記
事
で
あ
る
の
と
「
致
し
な
い
槻
が
あ
る
。
故
に
天
命
六
年
差
り
以
前
、
恐
く
薩
爾
濡
髪
の
あ
っ
た
天
命
四
年
前
後
に

　
　
　
　
緒
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
ご
號
　
　
二
九
七

（　lll　）



　
　
　
　
楮
英
の
死
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
子
　
第
二
號
　
　
ご
九
八

於
て
旗
を
領
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
爾
杜
度
の
外
そ
の
一
族
の
も
の
も
皆
相
當
に
待
遇
さ
れ
て

居
る
所
を
以
て
併
せ
考
へ
れ
ば
（
だ
と
ひ
袴
英
が
罪
有
っ
て
幽
禁
さ
れ
そ
の
結
果
死
に
至
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
罪
は
子

孫
に
及
ば
す
、
殊
に
扱
く
べ
か
ら
ざ
る
勢
力
あ
っ
た
爲
に
長
子
杜
度
の
如
き
は
、
右
に
述
べ
だ
や
う
に
優
遇
さ
れ
清
軍

中
に
重
を
嫁
し
た
も
の
と
考
へ
得
る
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
は
れ
既
に
述
べ
淀
如
く
、
諸
…
英
の
死
は
清
初
に
於
て
好
爾
恰
齊
の
死
に
引
績
い
て
起
つ
だ
大
事
件
と
い
ふ
べ
く
、

而
も
そ
の
事
情
が
太
租
實
録
等
に
凡
て
忌
ん
で
記
さ
れ
な
い
の
に
、
濁
り
満
文
老
構
に
詳
し
く
記
さ
れ
、
且
近
年
の
編

纂
な
が
ら
、
清
史
稿
の
補
冬
越
に
之
を
引
い
て
、
余
等
清
麗
の
研
究
者
に
多
大
の
便
釜
を
與
へ
る
事
は
甚
だ
喜
に
た
へ
な

い
所
で
の
っ
て
、
叢
に
か
・
る
貴
重
な
記
録
の
存
在
を
毒
す
る
と
共
に
、
之
が
璽
の
嘉
と
し
て
呈
の
璽
を
働

試
み
た
次
第
で
あ
る
。
（
昭
和
入
年
二
月
二
＋
日
）


